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セクション 1

ソフトウェア アシュアランスの概要
概要
ソフトウェアのライフ サイクル
マイクロソフト ソフトウェア アシュアランス (SA) は、マイクロソフトのソフトウェアから最大の効果を引き出すためのさまざまな特典を提供する総合的なメンテナンス プログラムです。このプログラムは、年中無休 (24x7) のサポートが提供される最新バージョンのソフトウェアを使用する権利、マイクロソフトのパートナーが提供するソフトウェアの導入・展開サービス、トレーニング、およびソフトウェア ソリューションの計画、導入、使用、保守、移行を支援する IT ツールを始め、15 を超える特典を組み合わせたものです。ソフトウェアおよび新しいテクノロジのアップグレードの権利により、企業は、シームレスなソフトウェア移行を行い、ダウンタイムやサポートの問題を最小限に抑えると共に、IT の計画とコストを適切に管理し、組織で働く人々の生産性を高めることができます。
お客様や業界のアナリストからのご意見を継続的に頂き、マイクロソフトは、お客様がそれぞれ独自のビジネス上の特性を持っていること、そしてソフトウェア ソリューションの管理におけるニーズもさまざまであることを認識しました。お客様がビジネス上の問題を解決したり、IT を事前対応的に管理したりするために役立つように、ソフトウェア アシュアランスの特典は一般的なソフトウェア ライフ サイクルの 5 つの全てのフェーズに対応するように設計されています。

ソフトウェアのライフ サイクル
特典


Plan (計画)

Deploy (導入)
Use (使用)
Maintain (運用)
Transition (移行)


アップグレードの権利
年額払い
デスクトップ導入計画サービス

インフォメーション　ワーク　ソリューション　ワークショップ Windows プレインストール環境
Windows Vista Enterprise
トレーニング受講券
Microsoft E-Learning
自宅使用プログラム (HUP)
社員購買プログラム (EPP)
エンタープライズ ソース コード 
ライセンス プログラム (ESLP)
年中無休 (24x7) の技術サポート
TechNet Plus
企業内エラー報告 (CER)
障害復旧を目的とするコールド バックアップ
延長ホットフィックス サポート
Windows Fundamentals for Legacy PCs


ソフトウェアのライフ サイクル
続き
ライフ サイクルのフェーズ
説明
潜在的価値
Plan (計画)
Deploy (導入)
Use (使用)


新しいテクノロジを購入する場合でも、既存の契約を更新する場合でも、最初に思い浮かぶのはコストの管理です。アップグレードの権利の特典により、必要に応じてマイクロソフト ソフトウェアの最新バージョンを利用できます。また、年額払いオプションは、契約期間中の予算計画のために役立ちます。

Microsoft Office および Windows® オペレーティング システムのアップグレードと使用に際し、組織内での導入・展開に関するガイダンスを提供します。マイクロソフト パートナーが提供する導入展開をサポートするパッケージ サービスでは、対象となるお客様に対し、導入支援サービスが提供されます。
このフェーズでは、組織とそこで働く人々は、テクノロジを活用して、ビジネスの成長を生み出し、管理し、促進します。Windows Vista Enterprise、IT プロフェッショナルのトレーニング、Microsoft e-Learning、ソフトウェアの従業員割引、または PC の自宅使用権の利用は、組織の運営の維持に役立つ特典のほんの数例です。


•
サポート、トレーニング、および導入コストを含む、運用に関する支出の削減

•
容易なライセンス管理

•
デスクトップの標準化

•
初期投資の軽減
•
事前に予測可能な 3 年間の予算管理

•
資本コストの削減
•
コンサルタントにかかる経費の削減

•
Business Desktop Deployment (BDD) Solution Accelerator などのニーズに基づくツールを使用した最新デスクトップの導入により、コストを大幅に削減

•
インフラストラクチャにかかる経費の削減

•
IT セキュリティの向上

•
運用面でのアジリティ (敏捷性) の強化

•
自動化による導入の迅速化

•
専門家による計画とアーキテクチャ設計による生産性の向上
•
トレーニングにかかる追加費用の削減

•
生産性の向上、移行の簡略化、およびサポート コストの削減

•
スキルおよび従業員の満足度の向上

•
従業員 1 人あたり 250 米ドル (参考価格) の Office Work at Home ライセンスのコスト全額の節約

概要
ライフ サイクルのフェーズ
説明
潜在的価値


Maintain (運用)

Transition (移行)



ビジネスに重大な影響を与える事態が発生したとき、あるいは情報システム技術者が信頼できるリソースを必要とするときに、各種の特典を利用できます。すべての製品に対する年中無休 (24x7) の電話サポート、営業時間内のWebによるサポート、および TechNet Plus へのアクセスは、お客様に安心を提供するためのサービスです。

企業でによっては、古いソフトウェアまたはハードウェアを使用する必要がある場合や、サポートサイクルのメインストリーム・フェーズを過ぎた製品のサポートを必要としている場合があります。これらの場合には、必要に応じて、Windows Fundamentals for Legacy PCs や延長ホットフィックス サポート (EHFS) などの特典をご利用いただけます。


•
生産性の向上

•
ダウンタイムとサポート コストの削減

•
各サーバー バックアップに対するコストの節約

•
e-learning メディアキット　（年間約1000 ドル）、TechNet Plus ID(年間約350 ドル)
•
古いテクノロジに対するサポートの継続: EHFS による、安心と重要な修正プログラムの提供

•
必要に応じた EHFS サポートの利用 (支払いは契約時のみ)


ハードウェア アップグレードの延期


サポート コストの削減


生産性の向上


最新の OS に移行するためのセキュリティおよび管理リソースへのアクセス

ソフトウェア アシュアランスの特典の利用資格 
ソフトウェア アシュアランスを購入するかどうかについては、ライセンスの購入時に選択することになります。組織が、マイクロソフト ボリューム ライセンス契約の締結時に、ソフトウェアのライセンスとソフトウェア アシュアランスをあわせて購入した場合、または契約更新の際にソフトウェア アシュアランスを単体で購入した場合、その組織は、対象となる特典の使用を直ちに開始し、該当するボリュームライセンス　プログラムの契約期間を通して使用することができます。
お客様が利用できるソフトウェア アシュアランスの特典は、お客様の会社で購入した製品の種類、及び購入するボリュームライセンス

プログラムによって決まります。お客様の組織に支給されるサポートのインシデントおよびパッケージサービスやトレーニング受講券などの数は、契約に基づきソフトウェア アシュアランスの対象となるこれらの製品に対してお客様が支払った金額によって異なります。
ソフトウェア アシュアランスの特典とビジネス要件の詳細については、マイクロソフトの製品表に記載されています。
詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。
セクション 2

ソフトウェア アシュアランスの特典 :
ソフトウェアのライフ サイクル全体にわたる説明
Plan (計画)

ソフトウェアの購入または新バージョンへの更新には時間がかかるものです。また、IT チームと連携して広範囲に及ぶ計画を立てる必要があります。「必要になるのはどのようなライセンスでしょうか？」、「一定の期間にわたるコスト管理と予算管理はどのように行えばよいのでしょうか？」、「新しいテクノロジが利用可能になった場合はどうなるのでしょうか？」、このような意思決定プロセスの重要な部分を予測および管理できるようにするために、マイクロソフトではソフトウェア アシュアランスの主要な特典として、以下の 2 つをご用意しています。
アップグレードの権利
年額払い
特典 :

アップグレードの権利
最新のテクノロジをご活用いただけます。
マイクロソフトは、お客様の業務や生活を向上させるソフトウェアの新しいバージョンの開発に常に取り組んでいます。ライセンス契約が有効である間は、この「アップグレードの権利」特典を利用することで、取得にかかわるコストを削減すると同時に、新たにリリースされたソフトウェアをご利用いただけます。次のソフトウェア リリースに対する計画が立てられるとわかっていれば、今後の予測もしやすくなり、購入プロセスが簡略化されるだけでなく、企業が必要に応じてテクノロジを導入できるようになります。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただける企業および政府機関のお客様 :
中堅・中小企業のお客様 : 5ライセンス以上の一括購入
•
オープン ライセンス
•
オープン バリュー
•
オープン バリュー（全社契約オプション）とオープン バリューサブスクリプション


大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト
•
セレクト　SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
対象となる製品:
最新の製品表とソフトウェア アシュアランスで入手可能な製品に関する情報については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。
利用方法:
利用開始の手続きは必要ありません。

Plan(計画)
特典 :

年額払い
初回の注文コストを削減し、契約期間を通してソフトウェアに対する支払いを年額で分割することができます。
この特典では、ソフトウェアの購入に際し、契約期間を通して年額に分割して支払うことで、テクノロジ関連の支出を管理します。この特典を利用することで、お客様の組織は、初期コストを低く抑え、年間のソフトウェア予算を最長で 3 年先まで見積もることができます。契約期間の終盤になって製品を購入された場合は、購入したプログラムや購入の時期に応じて、お支払い回数が 1 ～ 3 回に設定される場合があります。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

中堅・中小企業のお客様 : 5 ライセンス以上の一括購入
•
オープン バリュー
•
オープン バリュー(全社契約オプション)とオープン バリュー サブスクリプション
大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
対象となる製品 :
最新の製品表とソフトウェア アシュアランスで入手可能な製品に関する情報については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。

ビジネス要件 :

初回のお支払いはご注文時に行っていただきます。残額については等分し、契約期間の 2 年目と 3 年目のそれぞれの年初にお支払いいただきます。

利用方法 :

利用開始の手続きは必要ありません。

Deploy (導入)

効果的な導入戦略と、最新のソフトウェアを実装するための最適なツールと専門技術は必要不可欠です。しかし、どのようにすれば現行のリソースで効果的に計画を立てることができるのでしょう？、組織が技術革新と成長を続けるために役立つのはどのようなソリューションでしょうか？、特定のニーズに合わせてソフトウェアを構成するには、どのような方法が最適でしょうか？、お客様は、マイクロソフトが認定するパートナーが提供するパッケージ コンサルティング サービスをご利用いただけます。この新しいソフトウェア アシュアランスの特典は、中堅・中小規模のお客様にも大規模なお客様にもご利用いただくことができます。
デスクトップ導入計画サービス
インフォメーション　ワーク　ソリューション　ワークショップ
プレインストール環境

Deploy(導入)
特典 :

デスクトップ導入計画サービス (DDPS)
導入展開のためのリソースを解放し、導入コストを削減し、パートナーが専門技術を活用しながら、セキュリティで保護され、
正しく管理されたインフラストラクチャを実装します。
お客様の組織は、基本的な分析、事例、プロセス管理計画、および必要とされる技術的な手順により、綿密なデスクトップ導入展開プロジェクトを実行できます。Microsoft Office ソフトウェアのソフトウェア アシュアランスの購入数に基づいて、1 ～ 10 日間の導入計画サービスをご利用いただけます。このサービスでは、お客様の会社に最も有効なテクニック、プロセス、ツールをご紹介します。さらに、最も費用対効果の高い最新のデスクトップ環境を実現するために、お客様独自のニーズに基づいたサービスをご利用いただけます。デスクトップ導入計画サービス (DDPS) は協力的かつ包括的なセッションを提供します。その内容は、マイクロソフトが蓄積してきたベスト プラクティスに基づいています。お客様にはパートナーから専任のコンサルタントがつき、そのコンサルタントがお客様のビジネス環境と技術環境の転換をシームレスに行うための詳細なプランを作成します。
デスクトップ導入計画サービスの例として、マイクロソフトの Solution Accelerator for Business Desktop Deployment および "ゼロ タッチ" のベスト プラクティスを利用します。ゼロ タッチ ソリューションにより、ネットワーク管理者とデスクトップ管理者は導入プロセスを自動化し、コストとエラーを削減できるようになります。(提供するサービスの内容は、パートナーによって異なります。)
ゼロ タッチによる時間と経費の削減
これらの実証済みの技術はネットワークとサーバー インフラストラクチャを有効活用します。そして、次のことを実行することでプロセスの複雑さを解消します。
•
デスクトップ構築の完全な自動化
•
ユーザー データの移行の自動化

•
典型的なメンテナンス プロセスの合理化

"ゼロ タッチ" は、デスクトップ導入コストと複雑さの削減、IT リソースの解放、デスクトップ ソリューションの総保有コスト (TCO) の低減を実現します。この画期的なソフトウェア アシュアランスの特典によって、セキュリティで保護され、正しく管理されたインフラストラクチャ環境において次のことを実現できるようになります。
•
パーソナル コンピュータの管理に関連するコストの削減
•
セキュリティの問題に対応する能力の向上

•
デスクトップ オペレーティング システムの複雑さの軽減

•
最新のデスクトップ アプリケーションを使用することによるネットワークの最新状態の維持

•
インフォメーション ワーカーの生産性を高める基盤の構築

"ゼロ タッチ" の概念を導入することで、すべての構成は均一となり、ソリューションの実装時にヘルプ デスクや IT サポートを利用しなければならない回数が減少します。


デスクトップ導入計画サービス
続き
調査セッションでは、既に行われた契約前の聞き取り調査の内容を基に、お客様のデスクトップ環境についての評価を実施します。この評価を行うことで、コンサルタントはお客様の環境を把握し、ベスト プラクティスのほか、Application Compatibility Toolkit や User State Migration Toolkit などのツールを有効活用できるようになります。
お客様から提示された内容に対して、ゼロ タッチ、その他のマイクロソフトのテクノロジ、およびデスクトップ導入の成功に結びつくプロセスが紹介されます。
アーキテクチャ設計セッションでは、デスクトップ導入における重大な技術的側面を加味しながら実装方法を解説します。この技術的側面には、セキュリティ、ソフトウェア、およびネットワークの設計や、新しい技術と既存環境の統合方法などが含まれます。このセッションでは、アプリケーションの互換性、ソフトウェア資産とハードウェア資産、およびその他の転換に関する考慮事項についても取り上げます。
戦略の概要と技術的な問題のドリルダウン セッションでは、技術上およびビジネス上の目標を達成するためのビジョンを定義します。このセッションでコンサルタントは、アプリケーションを移行することの価値と、導入とデスクトップ管理を自動化することによってもたらされるコスト削減の価値をデモンストレーションを通して説明します。そして、コラボレーション能力を高めるために Windows Client OS および Microsoft Office システムを導入することの特長やビジネス上の利点についてお客様と話し合います。このセッションを受講し終える頃には、お客様はこれから発生する可能性のある問題について明確に理解することができるでしょう。そして、その問題を回避するための計画立案の基礎となる情報も把握できていることでしょう。
Proof of Concept サービスでは、自動化によって得られる成果をデモンストレーションを通じて説明します。このサービスは、5 日間、10 日間、15 日間の各コースに含まれています。最後の段階では、お客様の状況に合わせた導入計画のプロセスの全体像と成果の概要が示されます。

典型的なサービスの例 (サービスを提供するパートナー様によって、メニューが異なります)

コースの長さ :
1 日
3 日間
5 日間
10 日間
15 日間
事前の聞き取り調査
事前の電話会議
現場でのサービス提供
DDPS プレゼンテーション
デモンストレーション
技術的な問題のドリルダウン
Proof Of Concept サービス

契約後のまとめ
調査


オプション
含まれる
含まれない


Deploy(導入)
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
エンタープライズアグリーメント および セレクト SA メンバシップ のお客様のうち、Microsoft Office アプリケーションのソフトウェア アシュアランスの購入額が 約700万円を超えるお客様は、少なくとも 1 日のデスクトップ導入計画サービス (DDPS) を受けることができます。 
ソフトウェア アシュアランスの購入総額は初回購入時に算出されます。それ以降は、特典を実際に使用するまで、ソフトウェア アシュアランスを追加購入するごとに加算されます。マイクロソフト ボリューム ライセンス サービス サイト (MVLS: http://licensing.microsoft.com) をご覧になると、購入額におけるライセンスとソフトウェア アシュアランスの内訳を製品別に判断することができます。Office アプリケーションに対するソフトウェア アシュアランスの購入総額に応じて企業が取得できる受講券の種類 (1 日、3 日間、5 日間、10 日間) が決まります。
Office アプリケーションに対するソフトウェア 
額*


3 年間のソフトウェア アシュアランスを付加して購入した Office Standard のライセンス数**



DDPS の日数***
約　700万円
150
1 (オプション)
約　1,750万円
500
3 (オンサイト)

約　7,000万円
2,000
5 (オンサイト)
約　15,000万円
4,000
10 (オンサイト)
**
Office Professional のお客様はより少ないライセンス数で受講可能です。
***
お客様は、トレーニング日数を適用することで最大で 15 日間までサービス レベルを上げることが可能です (たとえば、一定の数のトレーニング日数を交換することで 10 日間の受講券を 15 日間の受講券に
アップグレードできます)。お客様は、契約期間中にデスクトップ導入計画サービスを 1 回受けることができます。
対象となる製品 :


有効な加入契約を保有するお客様は、Microsoft Office システム アプリケーションの製品に対する SA の購入額に応じて特典を利用できます。最新の製品表とソフトウェア アシュアランスで入手可能な製品に関する情報については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。

特典を継続してご利用いただくためには、SA の対象となっているすべての製品について、加入契約の満了日から 30 日以内に更新していただく必要があります。
デスクトップ導入計画サービス
続き
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。対象となるお客様には、ソフトウェア アシュアランスの契約期間中にこのサービスを利用するため受講券が 1 枚支給されます。対象となる製品のソフトウェア アシュアランスの購入額に応じて、お客様は 1 ～ 10 日間のサービスを受けることができます。お客様は、未使用のトレーニング日数を交換することで、サービス レベルを 15 日間まで上げることができます。サービス レベルは、契約期間または加入契約期間における定期的な請求の合計額に応じて決まります。
•
デスクトップ導入計画サービスはすべての言語で利用できるわけではありません。
•
デスクトップ導入計画サービスの受講券は、この特典の対象となるお客様のみが利用できます。

•
いったん受講券が作成されたら、その受講券が取り消されない限り、サービス レベルを変更することはできません。受講券が取り消された場合、サービス レベルは、対象となる購入額または未使用のトレーニング日数の交換に基づいて変更されることがあります。

•
デスクトップ導入計画サービスの受講券を、金銭を含むその他の有価物と交換することはできません。

•
この SA の特典に含まれない別のサービスの取得をご希望の場合は、このプログラム外でプロバイダよりご購入いただけます。

•
返品や他の請求に関する調整により SA の購入額が減少した場合、お客様が利用できるデスクトップ導入計画サービスのサービス レベルはより低いものになる事があります。

•
受講券は、認定されたプロバイダが提供する特定のサービスの種類に対してのみ有効です。

•
認定されたプロバイダによって予約されていない受講券は、ソフトウェア アシュアランスの契約期間満了と同時に無効となります。


•
マイクロソフトは、受講券の紛失、盗難、誤用などに対して責任を負いません。
•
デスクトップ導入計画サービスの利用に同意することによって、お客様は利用の終了時に品質の保証を目的とした調査を受け入れることに同意したものと見なされます。
•
この特典は、デスクトップ導入計画サービスの受講券を最初に作成したときに有効になります。
•
トレーニング日数を交換してサービス レベルを上げるためには、以下の条件を満たしている必要があります。
•
トレーニングの特典を利用する資格を有している。
•
トレーニング受講券が有効になっている。
•
交換に利用できる未使用のトレーニング日数がある。
•
デスクトップ導入計画サービスの受講券をまだ作成していない。
•
サービス レベルが利用可能な最も高いレベルではない。
(
ソフトウェア アシュアランスの特典とビジネス要件の詳細については、
マイクロソフトの製品表の付録 4 に記載されています。詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。 
利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。 
受講券の作成またはトレーニング日数の交換は、https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にあるオンライン ツールを使用して特典管理者が行います。この特典は、お住まいの地域の認定 DDPS パートナーおよびマイクロソフト コンサルティング サービスを通じてご利用いただけます。お住まいの地域における認定プロバイダの最新の一覧については、http://directory.partners.extranet.microsoft.com/psbproviders をご覧ください。

Deploy(導入)
特典 :

インフォメーション ワーク ソリューション ワークショップ
コラボレーションを簡単に実現します。
インフォメーション ワークとは、情報の使用、変換、消費、および管理を伴う組織内のあらゆる活動を指します。ビジネスに関する意思決定者と情報システム技術者は同じ問題を抱えています。日々新しいテクノロジに直面する中で、どのテクノロジを使用すればコストが最大限に削減され、従業員の生産性が増大するかを判断する必要があります。インフォメーション ワーク ソリューション ワークショップ は、情報と従業員をより効果的に管理するために役立ちます。
生産性に関する投資から最大の効果を得ることを願う組織に インフォメーション ワーク ソリューション ワークショップは効果を発揮します。インフォメーション ワーク ソリューション ワークショップは、個人、チーム、そして企業の作業効率を向上させる直接的および集中的な方法を提供します。お客様は、お客様が選択したマイクロソフトの認定するパートナーからサービスを受けることができます。
1 日コースの Information Work Value Discovery Workshops はビジネスに関する意思決定者を対象としています。このコースでは、最小限のリスクでビジネスに大きな影響を及ぼすプロジェクト群を選び出し、それらの優先順位を見極める方法をご理解いただけます。2 日間コースの Information Work Architecture Design Sessions は情報システム担当者や技術面の意思決定者を対象としています。このコースでは、IT 環境に最も高価値なインフォメーション ワーク プロジェクトを実装するためにどのようなアーキテクチャが必要であるかを明確にご理解いただけます。
お客様とお客様のコンサルタントは、具体的なビジネスのニーズに合ったシナリオをお選びいただけます。
•
電子形式の採用によるビジネス プロセスの最適化 : チームが情報の収集、検証、格納、および再利用を電子形式で行えるようにして、事業効率を高めます。
•
ドキュメントの作成と管理の効率化 : 従業員、チーム、および顧客による効果的な協力体制を実現します。情報を統合し、ドキュメント管理の原則を実装することにより、ドキュメントをより短時間で作成できるようになります。

•
重要な情報への従業員のアクセスの許可 : 時間の節約や顧客サービスの向上、エラーの削減が実現し、さらにチームが、複数のシステムで作成しているドキュメントやエクセルシートから直接情報にアクセスできるようになります。

•
機密情報の保護 : ドキュメントと電子メールを保護し、重要な情報を悪意ある人の手に渡さないようにする方法について説明します。

•
ポータルを使用した従業員によるセルフサービス : チームがポリシーや規則、社内名簿、使用頻度の高いフォームなど、日々最も必要とする情報にアクセスできるようにすることで、生産性を高めます。
最小限の時間とコストで生産性を高めることは、考えているほど難しいことではありません。インフォメーション ワーク ソリューション ワークショップによって組織の生産性に直ちに価値を付加する場所および方法が識別されるため、お客様は IT インフラストラクチャの機能を十分に活用することができます。


インフォメーション ワーク ソリューション ワークショップ
続き
機能とメリット :
•
インフォメーション ワーク用として最も普及しているツールの 1 つである Microsoft Office システムの使用を支援します。電子メールやドキュメント管理アプリケーション、ポータル、そして基幹業務システムへの接続と組み合わせて使用したときに、テクノロジへの投資からさらなる効果を引き出すことができます。
•
専門家がビジネスと IT 戦略の調整を次の 3 段階のステップでお手伝いします。
1.
ビジネスにおける問題点と現在のテクノロジを評価します。
2.
お客様の事業目標の達成に最も貢献できるインフォメーション ワーク ソリューションを特定し、それらに優先順位を付けます。
3
現行の IT インフラストラクチャに基づくソリューション アーキテクチャを設計します。このように、ビジネスとテクノロジに関するお客様独自のニーズに合った実用的な情報と、すぐに実行に移せる計画と青写真をお持ち帰りいただくことができます。
メリットのまとめ :
•
最小限の投資でビジネスと IT 戦略の調整を行います。
•
既存のインフォメーション ワーカーに対する投資を有効利用します。
•
ビジネスに関する意思決定者 : インフォメーション ワーカーの生産性に対する投資を最大限に活用することで、企業の目標を達成します。
•
技術に関する意思決定者 : 現行のインフラストラクチャ向けに設計されたソリューションにより、インフォメーション ワーカーの
生産性を迅速に向上させます。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

中堅・中小企業のお客様 : 5 ライセンス以上の一括購入
オープンバリュー•
オープンバリュー（全社契約オプション）とオープンバリューサブスクリプション
対象となる製品 :

最新の製品表とソフトウェア アシュアランスで入手可能な製品については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。特典を継続してご利用いただくためには、SA の対象となっているすべての製品について、加入契約の満了日から 30 日以内に更新していただく必要があります。

Deploy(導入)
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
•
オープン バリュー 契約と、ソフトウェア アシュアランスを通じて取得した未使用のトレーニング日数を少なくとも 2 日分保有しているお客様は、インフォメーション ワーク ソリューション ワークショップとトレーニング日数を交換することができます。
•
2 日間のトレーニング日数を、1 日の Information Work Value Discovery Workshop と交換できます。
•
4 日間のトレーニング日数を、2 日間の Information Work Architecture Design Session と交換できます。
•
Information Work Value Discovery Workshops は、すべての言語で利用できるわけではありません。

•
Information Work Value Discovery Workshop は、特典の対象となるお客様にのみご利用いただけます。

•
Information Work Value Discovery Workshop の受講券を、金銭を含む他の有価物と交換することはできません。

•
この SA の特典に含まれない別のサービスの取得をご希望の場合、このプログラム外でプロバイダよりご購入いただけます。

•
受講券は、認定されたプロバイダが提供する、その受講券が使用できる特定のサービスの種類に対してのみ有効です。

•
認定されたプロバイダによって予約されていない受講券は、ソフトウェア アシュアランスの契約期間満了と同時に無効となります。

•
マイクロソフトは、受講券の紛失、盗難、誤用などに対して責任を負いません。


•
Information Work Value Discovery Workshop の利用に同意することによって、お客様は利用の終了時に品質の保証を目的とした調査を受け入れることに同意したものとします。
•
受講券は、ステータスが "割り当て済み" の場合にのみキャンセルすることができます。
•
プロバイダは、ステータスが "予約済み" の場合にのみ、受講券の予約をキャンセルすることができます。プロバイダが受講券の予約をキャンセルした場合、受講券のステータスは "割り当て済み" に戻ります。
•
この特典は、Information Work Value Discovery Workshop の受講券を最初に作成したときに有効になります。

•
ソフトウェア アシュアランスの契約期間中、対象となるお客様には、Information Work Value Discovery Workshop の受講券を以下による方法にて交換可能な限り何度でもご利用いただけます。

•
お客様は、利用可能な未使用のトレーニング日数に応じて無制限に 受講券を利用できるため、最初に 1 日の Information Work Value Discovery Workshop への参加を選択して、ビジネスに大きな影響を及ぼすソリューションについて理解し、その後 2 日間の Information Work Architecture Design Session への参加を選択して、最初の参加で説明を受けたソリューションを実装するための技術的な要件を確認することができます。
(
ソフトウェア アシュアランスの特典とビジネス要件の詳細については、
マイクロソフトの製品表の付録 4 に記載されています。詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。
利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。受講券の作成またはトレーニング日数の交換は、https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にあるオンライン ツールを使用して特典管理者が行います。この特典は、お住まいの地域の認定導入パートナーを通じてご利用いただけます。お住まいの地域における認定プロバイダの最新の一覧については、http://directory.partners.extranet.microsoft.com/psbproviders をご覧ください。


特典 :

Microsoft Windows プレインストール環境
お客様のソリューションを構築し、自動化によって導入の迅速化を図ります。
Microsoft Windows プレインストール環境 (WinPE) をご利用になると、導入の迅速化に貢献する自動化されたカスタム ソリューションの構築が可能となり、少ない時間と手間で社内のデスクトップを常に最新の状態に保つことができます。WinPE により、情報システム担当者は、常にそのとき利用できる最新のテクノロジを利用できるようになります。そして、最新テクノロジを活用したカスタム ソリューションを構築することで会社のビジネスを有利に進めることができます。WinPE は、MS-DOS( に代わる Windows XP および Windows Server( 2003 オペレーティング システムの最小バージョンです。この環境で、生産性の向上にも役立つ Windows セットアップ、スクリプト、およびイメージング アプリケーションを実行できます。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

中堅・中小企業のお客様 : 5 ライセンス以上の一括購入
•
オープン バリュー(全社契約オプション)とオープン バリュー サブスクリプション


大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント およびエンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
対象となる製品 :

この特典は以下のプログラム及び製品が対象となっています。

•オープンバリュー（全社契約オプション）およびオープンバリューサブスクリプション、エンタープライズ アグリーメント/EAサブスクリプション/スクールアグリーメント

· Windows Professionalアップグレード

· Core CAL

· エンタープライズデスクトッププロフェッショナルプラットフォーム
•セレクトSAメンバシップ•スクールアグリーメント

· システム製品

· サーバー製品

· Windows Professionalアップグレード

· Core CAL

· デスクトップキャンパス（スクールプラットフォーム）
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュア
ランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
•
SA を取得済みの Windows Clientまたは Windows サーバー ライセンスを含む全社契約はすべて、メディアキットを1つ受け取る事ができます。
•
お客様による WinPE の使用には、お客様のライセンス契約の条項が適用されます。

•
お客様は、社内での使用を目的として 1 台のデバイスに任意の数のソフトウェアのコピーをインストールできます。ただし、汎用オペレーティング システム、シン クライアント、またはリモート デスクトップ クライアントとしてソフトウェアを使用することはできません。


•
特典の利用を開始する際に特典管理者が選択する言語が、メディアキットをお送りする際の言語となります。いったん特典の利用を開始すると、特典管理者はこの言語を変更できなくなります。
•
この特典は、すべての言語でソフトウェアを導入できるように英語でのみ提供されます。
(
ソフトウェア アシュアランスの特典とビジネス要件の詳細については、マイクロソフトの製品表の付録 4 に記載されています。詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。

利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。
Use(使用)

ソフトウェアを最大限に活用することは、テクノロジを最大限に活かし、情報システム技術者のスキルと知識を高めるソリューションを作成することを意味します。テクノロジを導入して使用するためには、どのような方法が最適なのでしょうか。現場の人たちのトレーニングを行い、準備を整えるにはどうしたらよいでしょうか。どのようにソフトウェアを使用すれば、組織全体の生産性を向上させることができるでしょうか。Windows Vista Enterprise、トレーニング、Microsoft e-Learning、自宅使用プログラムなどのソフトウェア アシュアランスの特典により、組織は常に最新のテクノロジを使用して、最大限の価値を引き出すことができます。
Windows Vista Enterprise
トレーニング受講券

Microsoft E-Learning 
自宅使用プログラム (HUP)
社員購買プログラム (EPP)

エンタープライズ ソース コード ライセンス プログラム (ESLP)
特典 :

Windows Vista Enterprise
Windows Vista Enterprise はソフトウェア アシュアランスのお客様だけがご利用になれます。このプレミアム デスクトップ オペレーティング システムは、中規模および大規模の組織向けに最適化されており、機密データの保護や、レガシー アプリケーションの互換性の向上、そして IT の展開と管理の簡略化など、さまざまな課題に対処するためのソリューションを提供します。
Windows Vista Enterprise は、企業全体のアプリケーションの互換性を大幅に向上させ、複数のデスクトップ構成の作成、展開、および管理を効率化し、企業データを保護しながらモバイル ワーカーをサポートします。Windows Vista Business Edition で利用できるすべての機能とメリットに加えて、Windows Vista Enterprise では、中規模および大規模の組織が抱える独特な技術的課題に対処するための、Windows BitLocker( Drive Encryption、最大4つのOSの仮想化、UNIX ベース アプリケーション用サブシステム (SUA)、および Multilingual User Interface (MUI) という他のエディションにはないメリットを提供します。
データ保護

状況 : 貴重な企業情報が格納されているラップトップ コンピュータの紛失や盗難が日々発生しています。悪意ある人は、別のOS を起動したり、ハッキング ツールを実行することによって、簡単にこれらのラップトップ コンピュータのデータにアクセスする事ができます。デスクトップ PC の場合でも、リサイクルや修理を行うときに適切に処理されなければ、ハード ドライブ上のデータが危険にさらされるというセキュリティ リスクをはらんでいます。
解決法 : Windows BitLocker( Drive Encryptionは、承認されていないユーザーを効果的にロック アウトし、機密データや知的財産へのアクセスを防ぎます。これは、ハード ドライブに保存されているすべてのデータについて、リアルタイムの暗号化と復号化を実行することによって実現されます。これにより、PC の紛失または盗難にかかわるリスクと、PC のリサイクルや修理時にデータが盗難されることにより発生するコストを軽減することができます。Windows BitLocker( Drive Encryptionは、すべてのシステム ボリュームに保存されたすべてのデータに対して、強力なリアルタイムの暗号化および復号化機能を提供します。該当するシステム ボリュームは次のとおりです。
•  Windows オペレーティング システム ファイル
•  アプリケーション
•  ドキュメント
•  一時ファイル
•  ハイバネーション ファイル
•  ページ ファイル
•  レジストリ データ
データの暗号化と復号化を行うために必要なキーは、TPM (Trusted Platform Module) 1.2 チップと呼ばれる、すぐに使用可能な専用の暗号化ハードウェアと、キー、、パスワード、およびデジタル証明書を格納するマイクロコントローラを使用して保護されます。通常、このマイクロコントローラは PC のマザーボードに装着されます。これにより、外部のソフトウェア攻撃や PC 本体の盗難に対する、保存されたデータの安全性が高まります。
Windows BitLocker ( Drive Encryptionは、すべての Windows ボリュームに対する暗号化機能を提供し、Windows 起動プロセスの整合性を保護します。Windows 起動プロセスの際、Windows パーティションの暗号化を解除するキーは、オペレーティング システムが正しく起動し、オフライン システムが別のオペレーティング システムを不正に起動しようとしていないことが確認できた場合にのみ TPM チップから発行されます。

Use(使用)
簡単な設定 : Windows BitLocker ( Drive Encryptionの使い方は、エンド ユーザーにとって非常に簡単です。標準的なログオン手続き以外のユーザー認証は必要ありません。
キーの回復メカニズム : セットアップ時にキー鍵とパスワードが自動的に Active Directory( ディレクトリ サービスに渡され、キーの格納と管理が一元化されます。
移行

組織は、最新のオペレーティング システムに移行して最新のテクノロジとセキュリティを利用したいと考える一方で、レガシーアプリケーションに新しい OS との互換性がない可能性があるというジレンマに直面しています。そのため、情報システム技術者にとって重大な移行に関する懸案事項が生じる可能性があります。Windows Vista Enterprise では、機能とライセンスの権利を組み合わせることによって、シームレスな移行が可能になっています。Windows Vista Enterprise では、OSの仮想化や UNIX ベース アプリケーション用サブシステム (SUA) などの機能により、アプリケーションとの互換性が強化されており、ライセンスの権利が追加提供されます。Windows Vista Enterprise を使用すれば、組織は最新のデスクトップを活用しながら、レガシー アプリケーションを費用対効果の優れた方法で使用できます。
OSの仮想化技術を使用すれば、ユーザーは仮想マシンを通じて、1 台のコンピュータ上で 2 つのオペレーティング システムを実行できます。最新版の OS (たとえば、Windows Vista Enterprise、Windows XP Professional、あるいは Windows XP Tablet PC Edition) をホストとして実行しながら、別の OS (たとえば、以前の任意のバージョンの Windows Professional オペレーティング システム、MS-DOS 6.22、および OS/2 Warp) を仮想マシン内でゲストとして実行することができます。OSの仮想化は、プロセッサからネットワーク カードに至るまで、ハードウェア システム全体をソフトウェアで仮想化するので、ソフトウェア アシュアランスのお客様はライセンス使用権を最大限に活用できます。仮想マシン用に別途ライセンスを購入いただく必要はありません。OSの仮想化は、情報システム部門が新しい OS への移行を進める間、古いバージョンの OS で正常に機能するミッション クリティカルなレガシー アプリケーションを一時的に保持する必要があるユーザーの要望に応えます。
UNIX ベース アプリケーション用サブシステム (SUA)
SUA は UNIX ベースのアプリケーションにプラットフォーム サービスを提供する Windows コンポーネントです。このコンポーネントは、Windows と UNIX/Linux 環境の統合を容易にします。SUA は UNIX ベースのアプリケーションを Windows 上で再コンパイルすることにより、組織内の UNIX スキルを活用できるようにし、ワークロードを Windows プラットフォームに移行する際の障害をできる限り取り除きます。SUA は、Services for UNIX に付属する次世代の Microsoft の POSIX (Portable Operating System Interface) サブシステムおよび Interix システムです。SUA には、64 ビット サポートとデータベース接続性ライブラリ (ODBC および OCI) が含まれています。その他のユーティリティと SDK は、Web からダウンロードできます。


Windows Vista Enterprise
続き
モバイル ワーカーと世界中に分散した従業員によって、IT インフラストラクチャは複雑になり、展開コストが増大します。そしてほとんどの場合、複数のディスク イメージを作成し、管理することが必要になります。この状況に対処するために最も適したソリューションが Windows Vista Enterprise です。Windows Vista Enterprise を使用すると、1 つのイメージを、すべての PC フォーム ファクタだけでなく、すべてのユーザー インターフェイス言語にも展開できます。このため、コストと展開の複雑さが大幅に軽減されます。
MUlti-lingual User Interface (MUI) 
MUI を使用すると、情報システム技術者はグローバル ビジネスの運営に必要なユーザー インターフェイス言語をすべて追加することによって、全世界向けの 1 つのイメージを構成できます。Windows Vista Enterprise では、合計で 35 の言語を利用できます。デスクトップに複数の言語構成が存在することによって、Windows Vista Enterprise のエンド ユーザーは複数の言語を切り替えて使用することができます。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

中堅・中小企業のお客様 : 5 ライセンス以上の一括購入
•
オープンライセンス
•
オープンバリュー

•
オープンバリュー（全社契約オプション）とオープンバリュー サブスクリプション


大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト
•
セレクトSAメンバシップ
•
エンタープライズアグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
対象となる製品 :

最新の製品表とソフトウェア アシュアランスで入手可能な製品に関する情報については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。特典を継続してご利用いただくためには、SA の対象となっているすべての製品について、加入契約の満了日から 30 日以内に更新していただく必要があります。ソフトウェア アシュアランスを保有する Windows デスクトップ オペレーティング システムがインストールされたすべてのデスクトップには、Windows Vista Enterprise、Windows Vista Business、Windows Vista Ultimate をインストールして実行する権利があります。
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
•
お客様には、ソフトウェア アシュアランスの対象となる Windows クライアント ライセンスごとに 1 つの Windows Vista アップグレード ライセンスをご利用いただけます。
•
仮想OS環境を利用する際に、お客様は仮想マシン用の追加のライセンスを取得する必要ありません。


Use(使用)
•
お客様は、MVLS での特典を有効にして Windows Vista Enterprise のメディア キットを受け取ることができます。
•
Windows の SA を保有するお客様は、Windows Vista Enterprise をダウンロードし、MVLS の範囲でボリューム ライセンス製品にアクセスすることができます。
•
お客様は、1 つのデバイスにソフトウェアの 1 つのコピーをインストールして使用することができます
•
お客様は以下で説明するように、別のデバイスからリモートでソフトウェアにアクセスして使用することができます。
◦
プライマリ ユーザー。リモート デスクトップ セッションをホストしているデバイスのプライマリ ユーザー 1 名は、別のデバイスからリモートでソフトウェアにアクセスして使用できます。他のいかなるユーザーも、サポート サービスを提供する場合を除き、同じライセンスに基づいて同時にソフトウェアを使用することはできません。


◦
プライマリ ユーザー以外のユーザー。別途ライセンスを受けたデバイスからであれば、どのユーザーもリモートからソフトウェアにアクセスして使用できます。
◦
リモート アシスタンス。お客様は、従業員にサポート サービスを提供するために、他のデバイスがソフトウェアにアクセスすることを許可できます。このアクセスのために追加のライセンスを取得する必要はありません。
(
お客様は Windows Vista Enterprise の利用開始時に、関連する追加のプレミアム機能をすべて受け取ります。
(
ソフトウェア アシュアランスの特典とビジネス要件の詳細については、
マイクロソフトの製品表の付録 4 に記載されています。詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。
利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。
MVLS システムにアクセスして Windows Vista Enterprise をダウンロードする場合は、https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスしてください。パスポート認証を使用してサイトにログオンし、左側のナビゲーションで、[リソース] メニューの下にある [製品のダウンロード] をクリックしてください。ダウンロードできるプログラムは、以下の言語を含む 1 つのキットで提供されます。
•  英語
•  フランス語
•  ドイツ語
•  イタリア語
•  日本語
•  スペイン語

特典 :

トレーニング受講券
組織でテクノロジを最大限にご活用いただくために。
マイクロソフトは、マイクロソフトのテクノロジを駆使してソリューションのサポート、実装、および開発を行う技術者向けのトレーニングを開発しています。マイクロソフト認定ラーニング ソリューション パートナー (CPLS) が提供するマイクロソフトの公式トレーニングでは、マイクロソフトのテクノロジを使用して実務用ソリューションの開発と導入を行う技術者向けの包括的なトレーニングが提供されています。
マイクロソフト ソフトウェア ライセンスの有効なサブスクリプションの保有者に提供される、ソフトウェア アシュアランスのトレーニング受講券の特典を使用して、インストラクタが講義する形式のCPLSパートナーが開催するトレーニングを受講することにより、あらゆる規模の組織が効率を向上させることができます。マイクロソフトが認定したラーニング ソリューション プロバイダによるトレーニングをご利用になれば、マイクロソフトの最新のオペレーティング システム、企業向けのアプリケーション、およびソフトウェア開発ツールについての知識を情報システム担当者に身に付けていただくことができます。
受講券の利用のしくみ
対象となる組織には、マイクロソフトより技術トレーニングの受講券が支給されます。受講券 1 枚につきCPLSパートナーが提供する1 日のトレーニングを、無料で受けることができます。受講券は、電子メール受講券の形式で、トレーニング部門、人事部門、または IT チームに対して特典管理者によって発行されます。この受講券は、マイクロソフトが世界各地で Microsoft CPLS を通じて提供している、すべての公式トレーニングでご利用いただけます。
マイクロソフト認定ラーニング ソリューション パートナーについて

マイクロソフト認定ラーニング ソリューション パートナーは、独立して運営されているトレーニング目的の組織であり、マイクロソフトとの直接の協力関係を通して、お客様の日々のビジネス ニーズの解決だけでなく、競争力獲得のためのお手伝いをします。
•
実績 : 1992 年以降、Microsoft CPLS は 70 か国以上で 400 万を超えるお客様に対し、マイクロソフトの製品とテクノロジに関する高品質な学習コンサルタント業務、スキル評価、およびスキル ベースのトレーニングを提供してきました。
•
お客様の満足度 : Microsoft CPLS は、マイクロソフトの公式トレーニング (コースとワークショップ) を使用して提供されるあらゆるマイクロソフト テクノロジのコースで、100% の顧客満足度を保証することを求められています。
•
柔軟性 : 具体的なプロジェクトのために集中的なスキル開発プログラムを必要とする場合でも、マイクロソフトの新しいオペレーティング システム プラットフォームの世界各国への展開を計画および管理するために情報システム担当者全員のトレーニングを行う場合でも、Microsoft CPLS はいつでもお客様のニーズに合わせた計画を作成することができます。

•
サービスの範囲 : Microsoft CPLS では、スキル評価、実践形式の教室あるいはオンサイトでのトレーニング、オンライン コース、認定試験の準備などを組み込むことが可能な、高品質なラーニング ソリューションの構築に尽力しています。多くの Microsoft CPLS では、ソフトウェア コンサルティング サービスや統合に関する専門知識も提供しています。

•
最先端の知識 : Microsoft CPLS は、マイクロソフトとの直接の協力関係を通じ、マイクロソフトのテクノロジと顧客向けプログラムの開発について内部関係者としての立場にあるため、お客様の組織が競争力を獲得するお手伝いをすることができます。マイクロソフト認定トレーナー (MCT) が、マイクロソフトの次世代製品の開発とテストを支援することもよくあることです。

Use(使用)
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

中堅・中小企業のお客様 : 50 台以上のデスクトップ
•
オープンバリュー
•
オープンバリュー（全社契約オプション）とオープン バリュー サブスクリプション


大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクトSAメンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ アグリーメント サブスクリプション
対象となる製品 :

お客様の地域で利用可能なコースの一覧については、www.microsoft.com/learning/sa/training.asp をご覧ください。ライセンスあたりの日数は、Microsoft Office システム アプリケーションおよびシステム製品がどれだけソフトウェア アシュアランスの対象になっているかによって異なります。詳細については、担当のマイクロソフト認定ラーニング ソリューション パートナーまたはアカウント マネージャまでお問い合わせください。日本国内で参加しているマイクロソフト認定ラーニング ソリューション パートナーを探すには、http://www.microsoft.com/japan/licensing/sa/training_list.mspx をご覧ください。
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
•
受講できる日数は、プログラムと、ソフトウェア アシュアランスの対象となるライセンス数によって異なります。受講券を利用するために必要なライセンス数の最小条件は、プログラムと、ソフトウェア アシュアランスの対象となる範囲によって異なります。
•
Open Value のお客様と Open Value 全社契約とサブスクリプションのお客様には、SA の対象となる Office アプリケーション ライセンス 50 につき 2 日間のトレーニング (最大で 10 日まで) と、SA の対象となる Windows ライセンス 50 につき 1 日のトレーニング (最大で 5 日まで) が提供されます。
•
セレクト、セレクト SA メンバシップ、エンタープライズ アグリーメント、またはエンタープライズ サブスクリプション アグリーメントを保有する企業のお客様には、3 年間の加入契約または契約に基づいて、以下の日数のトレーニングが提供されます。


ライセンス
製品群

インフォメー
ションワーカー

クライアント OS


単位
日



1–
249
50 ライセンスにつき 
2 日
50 ライセンスにつき 
1 日


250–
2,399
20
10


2,400–
5,999
10 日追加
(合計 30 日)
5 日追加
(合計 15日)


6,000–
14,999
20 日追加
(合計 50日)
10 日追加
(合計 25日)


15,000–
29,999
60 日追加
(合計 110日)
30 日追加
(合計 55日)


30,000–
49,999
50 日追加
(合計 160日)
25 日追加
(合計 80日)


50,000–
99,999
90 日追加
(合計 250日)
45 日追加
(合計 125日)


100,000–
199,999
150 日追加
(合計 400日)
75 日追加
(合計 200日)


200,000–
399,999
200 日追加
(合計 600日)
100 日追加
(合計 300日)


400,000–
599,999
200 日追加
(合計 800日)
100 日追加
(合計 400日)


600,000以上
600 日追加
(合計 1400日)
300 日追加
(合計 700 日)

マイクロソフトのトレーニング受講券
続き
•
コースによっては対応していない言語があります。
•
Microsoft CPLS 固有のポリシーが適用されます。

•
特典の管理者は、クラスのキャンセル期限日まで受講の取り消しまたは予約の変更を行うことができます。

•
受講券に含まれないコース日数の料金については、トレーニングの受講者に負担していただきます。

•
コースの日数より受講券日数の方が多い場合は、余った日数を蓄えて、特典の管理者がこれを割り当てることができます。

•
受講券は、ソフトウェア アシュアランス受講券プログラムに含まれているコースについて、Microsoft CPLS で行われるインストラクタ指導によるトレーニングの日数にのみ交換されます。
•
受講券は、それを割り当てられた個人だけが使用できます。

•
受講券を、金銭を含む他の有価物と交換することはできません。

•
受講券の有効期間は、発行日から 6 か月 (180 日) です。(a) ソフトウェア アシュアランスの有効期間満了日よりも前か、または (b) 受講券の発行日から 6 か月 (180 日間) で満了となります。受講券がその期間に使用されなかった (かつ取り消しやキャンセルが行われなかった) 場合、契約が満了していなければ、トレーニング日数を蓄えておくことができます。

•
受講券を使用して、一度に 1 つの Microsoft CPLS におけるトレーニングだけを予約できます。

•
Microsoft CPLS は、提供地域のキャンセル ポリシーに従って、クラスをキャンセルする権利を保有します。

•
受講券は、Microsoft CPLS への参加時にのみ有効です。参加方法はさまざまです。
•
マイクロソフトは、受講券の紛失、盗難、誤用などに対して責任を負いません。

•
返品や他の請求に関する調整により、ソフトウェア アシュアランスに含まれる対象となるライセンスの数が減った場合、お客様が利用できるトレーニング受講券のサービス レベルは低くなる事があります。

•
提供されるトレーニングは、3 年間の加入契約または契約に基づきます。1 年間の更新または延長を行ったお客様は、記載されているトレーニング数の 1/3 のトレーニングを受講できます。2 年間の更新または延長を行ったお客様は、記載されているトレーニング数の 2/3 のトレーニングを受講できます。



•
いったん作成された受講券を変更することはできません。受講券の支給者やトレーニングの日数を変更するには、その受講券を取り消して新しい受講券を作成する必要があります。

•
受講券は、割り当て可能な十分なトレーニング日数がある場合のみ作成できます。

•
利用可能なトレーニング日数は、契約の終了と共に無効になります (契約の終了より前に発行された受講券のステータスが割り当て済みや予約済みになっている場合も同様です)。

•
トレーニングの受講者は、各自の個人用の電子メールを使用して CPLS のコースを予約することはできません。

•
受講券の ID はそれぞれ一意であり、受講者の名前に対応しています。

•
受講券の有効期限は、特典の管理者がその受講券を取り消し、再度割り当てを行わない限り延長できません。
•
受講券は、契約期間が終了していない場合のみ取り消すことができます。

•
Microsoft CPLS によって実施されるコースは、パートナー、地域、および国によって異なります。最寄りの Microsoft CPLS でコースが見つかるとは限らないため、他の場所に問い合わせて必要なコースを探していただくことが必要になる場合もあります。

•
コースを受講するために他の都市や国に出向く必要があると判断された場合、その費用は受講者の組織が負担するものとします。

•
受講者が受講券の日数より長いコースを申し込んだ場合 (3 日間の受講券を使用して 5 日間のコースに申し込んだ場合など)、コースの追加費用については受講者が負担するものとします。コースの日数がすべて対象となるように受講券の日数を変更する場合は、受講券を取り消して新しい受講券を発行する必要があります。

◦
特定のコースには 1 つの受講券しか使用できません。このため、元の受講券を取り消して新しい受講券を作成するのではなく、追加の 2 日分の受講券を作成する方法は、この場合は有効ではありません。
•
受講者が受講券の日数より日数の少ないコースを受講した場合 (5 日間の受講券を使用して 3 日間のコースを受講した場合など)、受講券が支払済みとして記録されれば、余った日数は利用可能なトレーニング日数として蓄え、後でまた割り当てに使用することができます。
•
トレーニング日数はそれぞれ、1 日に相当します。トレーニング受講券の作成に、1 日以上のトレーニング日数を使用することができます。
(
ソフトウェア アシュアランスの特典とビジネス要件の詳細については、
マイクロソフトの製品表の付録 4 に記載されています。詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。
利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。

Use(使用)
特典 :

Microsoft e-Learning
従業員の生産性を飛躍的に向上させるために。
Microsoft e-Learning コースは、短時間でスキルを最大限に習得できるように設計されており、正確かつ適切に、直接マイクロソフトのテクノロジを学習する機会を提供します。Mircosoft e-Learning は、スタッフが最新のテクノロジを学ぶための優れた方法です。また、時間や場所による制限がないため、いつでもどこにいても好きなときに学習することができます。ソフトウェア アシュアランスの特典を利用して、Microsoft e-Learning コースを選択できます。Microsoft e-Learning では、ユーザーの好みの学習スタイル、評価、多彩なシミュレーション、実践形式の演習、およびオーディオとマルチメディアを含む、独自の高度な対話形式による視覚的な学習方法を提供します。Microsoft e-Learning によって、従業員はスキルを高め、支給されたソフトウェア ツールを使用してより短時間で業務を遂行することができるようになります。さらに、ヘルプデスクの情報システム担当者に対する電話の回数やエンド ユーザーのトレーニングを削減することができます。
Microsoft e-Learning を利用すると、以下のように、ソフトウェアへの投資から最大限の効果を引き出すことができます。
•
トレーニングのコストの低減 : 社外でのトレーニングを行う場合に費やされる時間と費用を心配することなく、従業員の生産性を向上させることができます。

•
導入に向けた情報システム技術者の準備 : 情報システム技術者は、組織に対するマイクロソフトのテクノロジの導入、移行、サポートを適切に行うための準備を整えることができます。

•
導入に向けたエンド ユーザーの準備 : 導入の前に新しいソフトウェアについて学習できます。これによりエンド ユーザーは、新しいアプリケーションを使いこなすための時間を浪費せずに済みます。このことは、ヘルプ デスクに対する電話の回数を減らし、生産性を向上することにつながります。
ソフトウェア アシュアランスのお客様は、メディアキットを入手して、または直接ダウンロードしていただくことで、コースを受講することができます。今後、オンラインで受講できるオプションも用意される予定です。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

中堅・中小企業のお客様 : 5 ライセンス以上の一括購入
•
オープンライセンス
•
オープン バリュー
•
オープン バリュー(全社契約オプション)とオープン バリュー サブスクリプション


大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
対象となる製品 :


コースの完全な一覧については、特典の管理者がソフトウェア アシュアランスを有効にする方法が記載されているページ (www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx) をご覧ください。

Microsoft e-Learning
続き
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。

•
デスクトップ ソフトウェア アシュアランス e-Learning 受講資格 :
◦
コースをインストールできるデスクトップの数、またはコースにアクセスできるデスクトップの数は、対象となるソフトウェア アシュアランス アプリケーションの数または購入したソフトウェア アシュアランスのシステム ライセンス数に制限されます。デスクトップの特典には、クライアントとインフォメーション ワーカーのソフトウェア アシュアランスの e-Learning コースが含まれます。
◦
お客様は SA に基づいて、Office アプリケーション ライセンスごとに 1 つのインフォメーション ワーカー SA e-Learning のライセンスを取得できます。
◦
お客様は SA に基づいて、Windows クライアント ライセンスごとに 1 つのクライアント SA e-Learning のライセンスを取得できます。
•
サーバー ソフトウェア アシュアランス e-Learning 受講資格 :
◦
サーバー コースにアクセスできるユーザー数は、対象となるソフトウェア アシュアランスの購入したサーバー ライセンス数に制限されます。クライアント アクセス ライセンス (CAL) は対象になりません。サーバーの特典には、このガイドに一覧で示した、すべてのサーバーのソフトウェア アシュアランスのコースが含まれます。
◦
お客様は SA に基づいて、サーバー ライセンスごとに 1 つのサーバー SA e-Learning のライセンスを取得できます。
(
ソフトウェア アシュアランスの特典とビジネス要件の詳細については、
マイクロソフトの製品表の付録 4 に記載されています。詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。


•
次のビジネス要件は、ファイアウォールの背後に展開された、インフォメーション ワーカーとクライアントの SA e-Learning に適用されます。
◦
お客様による Microsoft e-Learning Training Kit の導入と使用には、お客様とのライセンス契約の条項が適用されます。
◦
Microsoft e-Learning コースにアクセスするためにネットワーク接続は必要ありません。
◦
Open License のお客様は、マニュアル オーダー センターでキットを購入する必要があります。
◦
お客様は、ソフトウェア アシュアランスの e-Learning については永続的なライセンスを受けることになりますが、ライセンス契約の満了後はトレーニング コンテンツのアップデートを入手することはできません。
◦
契約または加入契約ごとに、コースウェアを 1 セットご提供いたします。
◦
ライセンスを取得済みのコンピュータに Microsoft e-Learning コースをインストールする目的でコピーが必要な場合は、メディアの追加コピーを作成することができます。
◦
契約時に選択した言語と異なる言語のトレーニング ライブラリが必要な場合、提供可能な言語のバージョンについてはご注文いただけます。付随するメディアの費用はご負担いただきます。
◦
コースは メディアキットで入手することができます。また、https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp または http://www.microsoftelearning.com から直接ダウンロードすることもできます。
利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください

Use(使用)
特典 :

自宅使用プログラム
自宅で仕事をする従業員の生産性を向上させるために。
自宅でのソフトウェアの使用を可能にすることで、従業員の方の生産性を向上させると共に、Microsoft Office への投資から最大限の利益を得ることができます。自宅使用プログラム (HUP) を使用すると、従業員はあらかじめ選択された Microsoft Office デスクトップ プログラムのライセンスを取得済みのコピーを受け取り、職場のコンピュータと自宅のコンピュータに Microsoft Office アプリケーションをインストールすることができます。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :


中堅・中小企業のお客様 : 5 ライセンス以上の一括購入
•
オープン ライセンス
•
オープン バリュー
•
オープン バリュー(全社契約オプション)とオープン バリュー サブスクリプション


大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
対象となる製品 (2006年10月現在) :


対象となるデスクトップ アプリケーション

Microsoft Office Standard for Windows 
Microsoft Office Professional for Windows 
Microsoft Office Small Business Edition for Windows 
Microsoft Office Professional with FrontPage® for Windows 
Microsoft Office Professional with FoxPro for Windows 
Microsoft Office Premium for Windows Office Developer for Windows 
Microsoft Office 2004 for Mac Standard Edition 
Microsoft Office 2004 for Mac Professional
Microsoft Office Access for Windows 
Microsoft Office Excel® for Windows 
Microsoft Office PowerPoint® for Windows 
Microsoft Office Word for Windows 
Microsoft Office Visio® Standard for Windows
Microsoft Office Visio Standard for Windows 
Microsoft Office Visio Professional for Windows 
Microsoft Office Visio Technical for Windows 
Microsoft Office Visio Enterprise for Windows


対応する自宅使用プログラム ライセンス

Microsoft Office Professional for Windows 
(Windows XP および Windows Server 2003)
Microsoft Office Standard for Mac (X および 2004)
対象製品と同じ製品 
(Windows XP および Windows Server 2003)
Microsoft Office Visio Professional for Windows 
(Windows XP および Windows Server 2003)


自宅使用プログラム
続き

対象となるデスクトップ アプリケーション


Microsoft Office Project for Windows 
Microsoft Office Project Professional for Windows

Microsoft Office Publisher for Windows 
Microsoft Office Small Business Edition for Windows
Microsoft Office Premium for Windows

Microsoft Office FrontPage for Windows 
Microsoft Office Developer for Windows 
Microsoft Office Premium for Windows 
Microsoft Office Professional for Windows

Microsoft Office InfoPath for Windows

Microsoft Office OneNote for Windows



対応する自宅使用プログラム ライセンス

Microsoft Office Project Standard for Windows 
(Windows XP および Windows Server 2003)
Microsoft Office Publisher for Windows 
(Windows XP および Windows Server 2003)
Microsoft Office FrontPage for Windows 
(Windows XP および Windows Server 2003)
Microsoft Office InfoPath for Windows (Windows Server 2003)
Microsoft Office OneNote for Windows (Windows Server 2003)
対象となる言語 : 英語、ドイツ語、フランス語、日本語、スペイン語、イタリア語、ポルトガル語 （ブラジル）、簡体字中国語、繁体字中国語、スウェーデン語、オランダ語、および韓国語。提供される具体的な製品または言語は、個々の製品のローカライズ計画に従って変更されることがあります。
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
•
有効な SA を保有するマイクロソフト ボリューム ライセンス契約の対象となるマイクロソフト ソフトウェアのライセンスを受けたコピーのユーザーは、自宅で製品のコピーを 1 つ使用することができます。
•
自宅使用プログラム ソフトウェアを利用できるかどうかは、
地域、製品、および言語によって異なります。将来追加される自宅使用プログラム ソフトウェアなどの詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing をご覧ください。

•
自宅使用プログラムの使用許諾契約書の条項に対する個々の従業員の遵守状況に関し、お客様が責任を負うことはありません。これらの条項は、マイクロソフトとお客様の会社内の個々の従業員との間に規定されます。ソフトウェア アシュアランスの有効期間が満了した場合、または雇用契約が終了した場合には、従業員に提供する自宅使用プログラムを制限し、従業員に自宅使用プログラム ソフトウェアの使用中止時期を通知していただく必要があります。


•
お客様の自宅使用プログラムへの加入資格は、対象となるデスクトップ アプリケーションのソフトウェア アシュアランスの有効期間の満了時または終了時に終了します。

•
マイクロソフトは、お客様のプログラム規約に従い、HUP Web サイトへの承認されていないアクセス、または同サイトを介した承認されていないライセンスの取得を発見した場合、お客様の自宅使用プログラムへの加入を直ちに予告なく終了することがあります。


Use(使用)
•
自宅使用プログラムでは、従業員のライセンス使用権は、お客様による継続した雇用に関連付けられています。このライセンス使用権は、雇用の終了時、従業員が業務に使用する対応するデスクトップ アプリケーションのソフトウェア アシュアランスの終了または満了時、または従業員が自宅使用プログラム ライセンスに従って当該デスクトップ アプリケーションの前後のバージョンをインストールおよび使用したときに終了します。従業員は、有効なソフトウェア アシュアランスを保有するマイクロソフト ボリューム ライセンス契約の対象となるソフトウェアのライセンスを受けたコピーのユーザーではなくなります。
•
対象となるデスクトップ アプリケーションの一覧は、いつでも予告なく変更されることがあり、地域または製品によって異なります。自宅使用プログラム ソフトウェアの提供状況は、いつでも予告なく変更されることがあり、地域、提供形態、アプリケーション、バージョン、および言語によって異なります。

•
HUP をサポートするバックエンド システムには、従業員の退職に対応するため、お客様が取得した厳密なライセンス数より 10% 多い数が組み込まれています。お客様の組織の離職率がこれより高い場合や、最初に Office XP を購入した従業員が後から Office 2003 を購入した場合、お客様は MVLS SA サポート センターに連絡し、このしきい値を一度だけ増やすように依頼することができます。

•
個々の従業員は、各自の個人用の電子メールを使用して HUP の注文を行うことはできません。

•
組織が HUP を購入する際の制限は、購入済みのインフォメーション ワーカー L/SA または SA ライセンスの数に対応しています。この比率は 1 対 1 です。たとえば、組織が 1,000 の Office Professional L/SA を所有している場合、組織内の 1,000 人の従業員が Office Professional を購入できることになります。

•
購入できる Office のバージョンには、最新のバージョンとその前のバージョンが含まれます。
•
従業員はそれぞれ各バージョンのコピーを 1 つ購入できます。


•
HUP で提供されている製品は、Microsoft Office Suite Professional と、個々の Office 製品 (Word や Excel など)、FrontPage、Visio、Publisher、および OneNote です。
•
HUP 製品のお届けには、最大で 2 週間 (営業日換算) かかります。
•
お支払いはクレジット カードのみです。
•
お客様は、HUP プログラム コードへのアクセスを制限し、購入場所についての情報をみだりに公開しないよう努めるものとします。従業員には、これらの情報は機密にとどめ、共有してはならないことを伝える必要があります。
•
お客様のコードが漏洩し、不正利用されていることをマイクロソフトが知った場合、まずお客様と共にそのコードを抹消し、新しいコードを提供します。またマイクロソフトは、情報の機密性に関連してお客様の通信を強化する助けとなる追加のガイダンスを提供するよう努めます。悪用が続く場合、マイクロソフトではお客様のこの特典へのアクセス権を取り消すべきかどうかを検討させていただきます。

•
従業員の注文が完了する前に、システムでは以下の処理が行われます。
◦
プログラム コードを検証します。
◦
入力された電子メール アドレスに、そのプログラム コード用に承認されているドメインが含まれていることを確認します。たとえば、従業員の電子メール アドレスの末尾は irs.org であるとお客様から連絡を受けている場合、システムはその電子メール アドレスと、MVLS の対応するプログラム コードをチェックします。
◦
電子メール アドレスが有効であることを確認します。
(
ソフトウェア アシュアランスの特典とビジネス要件の詳細については、
マイクロソフトの製品表の付録 4 に記載されています。詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。
利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。
従業員は、https://epp.microsoft.com の Web サイトで製品を購入することができます。

特典 :

社員購買プログラム (EPP)
生産性と満足度の向上に役立つ新しい特典を従業員の方にご提供します。
社員購買プログラム (EPP) を利用すると、お客様の会社の従業員は個人ユーザー向けのマイクロソフト製品を割引価格で購入できます。自宅と職場で同じソフトウェアを使用することで従業員の方に柔軟な作業環境を提供し、また、優れた個人向け製品も提供いたします。社員購買プログラムを利用することで、お客様の会社の生産性は向上し、従業員の生活は充実したものとなります。従業員は、マイクロソフトが運営するセキュリティで保護された電子商取引サイトから、製品を割引価格にて直接注文できます。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
対象となる製品 :

最新の製品表とソフトウェア アシュアランスで入手可能な製品に関する情報については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
•
マイクロソフトの人気製品の多くがご利用対象に含まれます (Xbox( 製品を含みます)。対象となる製品は国によって異なります。
•
特典の管理者は、Microsoft Volume Licensing Services (MVLS) の Web サイトに組織を登録することで、従業員の方に特典の内容を伝えます。
•
ソフトウェアは従業員が指定した配送先住所に配送されます。
•
EPP Web サイトにてご購入いただいたソフトウェアについては、30 日以内の返品が可能です。
•
EPP Web サイトで技術サポートをご利用いただけます。
•
対象となる言語 : 英語、フランス語、ドイツ語、スペイン語、日本語。


•
マイクロソフトは、お客様のプログラム規約に従い、EPP Web サイトへの承認されていないアクセス、または同サイトを介した承認されていないライセンスの取得を発見した場合、お客様の EPP への加入を直ちに予告なく終了することがあります。
•
各従業員は EPP ライセンスで同一製品を 3 本まで購入できます。
•
EPP によって取得されたソフトウェア製品の使用許諾契約書の条項は、マイクロソフトと個々の従業員との間に規定されます。
•
お客様は、EPP プログラム コードへのアクセスを制限し、購入場所についての情報をみだりに公開しないよう努めるものとします。従業員には、これらの情報は機密にとどめ、共有してはならないことを伝える必要があります。


Use(使用)
•
お客様のコードが漏洩し、不正利用されていることをマイクロソフトが知った場合、まずお客様と共にそのコードを抹消し、新しいコードを提供します。またマイクロソフトは、情報の機密性に関連してお客様の通信を強化するために役立つ追加のガイダンスを提供するよう努めます。悪用が続く場合、マイクロソフトではお客様のこの特典へのアクセス権を取り消すべきかどうかを検討させていただきます。
•
従業員は、電子メール アドレス、企業名、および加入契約に基づいて特典の管理者に提供されるお客様固有のプログラム コードを指定して Web サイトにログオンします。


•
従業員の注文が完了する前に、システムでは以下の処理が行われます。
◦
プログラム コードを検証します。
◦
入力された電子メール アドレスに、そのプログラム コード用に承認されているドメインが含まれていることを確認します。たとえば、従業員の電子メール アドレスの末尾は irs.org であるとお客様から連絡を受けている場合、システムはその電子メール アドレスと、MVLS の対応するプログラム コードをチェックします。
◦
電子メール アドレスが有効であることを確認します。
(
ソフトウェア アシュアランスの特典とビジネス要件の詳細については、マイクロソフトの製品表の付録 4 に記載されています。詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/product を参照してください。

利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。
従業員の方は、https://epp.microsoft.com の Web サイトで製品を購入することができます。

特典 :

エンタープライズ ソース コード ライセンス プログラム (ESLP)
社内での開発およびサポートのために、Windows ソース コードにアクセスできます。
エンタープライズ ソースコード ライセンス プログラム (ESLP) は、1,500 以上のライセンスをお持ちのお客様を対象として、社内開発およびサポート用に Microsoft Windows ソース コードのアクセス権を提供するプログラムです。システムおよび関連アプリケーションについて、情報システム担当者による調整や改良が可能となります。また、強化されたデバッグ機能を実装すればセキュリティを管理しやすくなり、ウイルスやその他の脅威からの保護が容易になります。利用するための資格および地域には、マイクロソフトの条項が適用されます。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

大規模企業のお客様 : 1,500 台以上のデスクトップ
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
対象となる製品 :

http://www.microsoft.com/japan/sharedsource/default.mspxを参照してください。
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
•
申し込みフォームは MVLS からダウンロードできます。
•
利用するための資格および地域には、マイクロソフトの条項が適用されます。

•
ESLP は、国によって利用できない場合があります。

•
ESLP は、言語によって利用できない場合があります。
(
ソフトウェア アシュアランスの特典とビジネス要件の詳細については、マイクロソフトの製品表の付録 4 に記載されています。
詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/product を参照してください。
利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。

Maintain(運用)

年中無休 (24x7) の技術サポート

TechNet Plus 
企業内エラー報告 (CER)
障害復旧を目的とするコールド バックアップ
特典 :

年中無休 (24x7) の技術サポート
マイクロソフトは年中無休で安心をお届けします。
年中無休 (24x7) の技術サポートにより、お客様はいつでもマイクロソフトにご連絡いただけます。2006 年 3 月までは、ソフトウェア アシュアランスをお持ちのお客様には、Enterprise Edtion サーバー製品向けの営業時間内の電話サポートと、Standard Edition および Enterprise Edition サーバー向けの Web サポートを含む技術サポートが提供されていました。2006 年 3 月にリリースされた強化されたバージョンでは、これまでより包括的なサポートをご利用いただけます。
営業時間内から年中無休 (24ｘ7) へと拡張されたサポート:
•
ビジネスに重大な影響を与える問題が発生した場合に、年中無休 24 時間体制の電話によるサポートを受けることができます。
•
電話でのサポート製品範囲が拡張されました。サポートを必要とする特定のライセンスにソフトウェア アシュアランスが含まれていない場合でも、すべての Microsoft サーバー、Microsoft Windows、および Microsoft Office システム製品と Edition* に対するサポートをご利用いただけます。
•
無制限のオンライン サポートが提供されます。ソフトウェア アシュアランスを購入頂いたの対象となるすべてのサーバー製品**については、営業時間内に Web サポートをご利用いただけます。
•
ソフトウェア アシュアランスの技術サポートを Premier サポートに交換することができます。これにより、迅速な対応とインシデントのエスカレーションの管理を含む、より高度なサポートが受けられるようになるため、お客様の組織における IT の生産性が向上します
これらの強化点により、お客様は、それぞれの問題に最適なサポートのレベルを決定し、長期にわたってサポートの総コストを削減できるだけでなく、マイクロソフトにいつでも直接お問い合わせいただくこともできます。電話サポートを使用するためにライセンスごとにソフトウェア アシュアランスを追跡管理する必要がなくなったため、この特典をいっそう簡単にご利用いただけます。
マイクロソフト サービスの Premier サポートは最も包括的なサポート サービスであり、お客様の最も複雑なサポート ニーズに対応できるように設計されています。Premier サポートのお客様は、次のような柔軟性に富むサポートをご利用いただけます。
•
コードとサポートのレビュー、ヘルス チェック、知識移転ワークショップ、原因分析など、ソフトウェアを最も生産的に使用するための包括的なサービスをご利用いただけます。

•
お客様の地域の言語を話し、お客様の IT 環境やビジネスを理解しているテクニカル アカウント マネージャによる、カスタマイズされたサポートをご利用いただけます。これにより、お客様独自のニーズに合わせたサービスをお届けします。
•
追加費用なしで利用可能なオンサイト サポートを使用して、マイクロソフトの専門技術者のサポートを優先的にご利用いただけます。
•
システムの停止やデータの損失を防ぐための計画を事前に立てることができます。
•
重大な問題が解決するまで、マイクロソフトの上級専門技術者および管理者へ時間ベースでエスカレーションを行うことができます。
•
年中無休 (24x7) のサポートが各国語に対応しました。
•
延長サポート期間にある製品が適用範囲に含まれるようになりました。
* ソフトウェア アシュアランスのサポートは、開発ツール、サーバーの Developer Edition、またはホーム エンターテイメント製品を除く、メインストリーム サポートの製品すべてが対象となります。

** サーバー製品とCALの両方にソフトウェア　アシュアランスを購入して頂く必要があります。

Maintain(運用)

管理されないサポート インシデントを管理される Premier サポート時間に交換できるオプションを使用していただくことにより、Premier サポートのお客様は、ソフトウェア アシュアランスのご購入によるさらなる効果を実現することができます。次のページでは、ソフトウェア アシュアランスで提供されるインシデントを Premier 製品サポートに交換するためのガイドラインを紹介しています。Premier サポートのお客様に対するサポートについては、このページを参照してください。http://www.microsoft.com/japan/microsoftservices/premier_support.mspx 
お客様の組織が購入されたソフトウェア アシュアランスの数量に応じて、ご利用いただける電話サポート インシデントの数が決まります。ご利用いただけるインシデント数の計算については、担当のマイクロソフト アカウント マネージャまたはマイクロソフト パートナーが承ります。ソフトウェアを購入されると、Microsoft Volume Licensing Services (MVLS) サイト (https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp) に、提供されている電話インシデントの数と使用済みのインシデントの数が常に表示されるようになります。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

中堅・中小企業のお客様 : 5 ライセンス以上の一括購入
•
オープンライセンス*
•
オープンバリュー
•
オープンバリュー全社契約とオープンバリュー　サブスクリプション
* Web サポートまたは無償の電話サポート インシデントはご利用いただけません。


大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト License
•
セレクト SA メンバシップ (ソフトウェア アシュアランス メンバシップ)
•
エンタープライズ　アグリーメント
•
エンタープライズ　サブスクリプション　アグリーメント
対象となる製品 :

最新の製品表とソフトウェア アシュアランスで入手可能な製品に関する情報については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。
特典の計算 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
ソフトウェア アシュアランスで提供される電話インシデントの計算 :

ご利用いただけるインシデントの数は、マイクロソフト ボリューム ライセンス契約の下で累積される、サーバー製品およびデスクトップ 
アプリケーションのソフトウェア アシュアランスの購入額に基づきます。**
•
マイクロソフトのサーバー製品やクライアント アクセス ライセンス (CAL) のソフトウェア アシュアランスの購入額約240万円ごとに、電話インシデントが 1 つ提供されます。***
** すべてのソフトウェア アシュアランスの特典は、加入契約レベルで提供されます。
*** 購入額のレベルと無償のインシデントは、変更されることがあります。



年中無休 (24x7) の技術サポート
続き
•
デスクトップ アプリケーション (Microsoft Office または Windows) のソフトウェア アシュアランスの購入額約2400万円ごとに、電話インシデントが 1 つ提供されます。詳細については、「ビジネス要件」を確認してください。
•
ソフトウェア アシュアランスで購入されたサーバーとCALのセットが少なくとも 1 つあれば、無償の年中無休 (24x7) の電話サポート インシデントが 1 つ無償で提供されます (2 年契約のオープンライセンスを除きます)。
•
ソフトウェア アシュアランスのサポート インシデントは、支払いスケジュールに基づいて提供されます。
◦
ソフトウェア ライセンスに対する支払いを一括で行う場合、あるいは Open または Open Value 契約をお持ちの場合は、最初の請求時に、発行されるインシデントを 100% 受け取ることになります。
◦
柔軟な支払いスケジュールを選択された場合は、年 1 回の契約満了日に、対象となるインシデントの一部を受け取ります。
ビジネス要件 :

Web による無制限のサポート

1 台以上の Standard または Enterprise Edition サーバーが SA の対象となっている場合にご利用いただけます。エンタープライズアグリーメント、セレクト、またはオープンバリュー契約のお客様には、SA を購入いただいたすべてのサーバーとCALのセットに対する無制限の Web サポートが提供されます。お客様はサポート リクエストを開始できる連絡先を 1 つ指定できます。エンタープライズ　アグリーメント、エンタープライズ　サブスクリプション　アグリーメントのお客様は、契約に含まれるデスクトップの数に基づいて、追加の連絡先を指定できます。Web サポート リクエストは 24 時間いつでも提出でき、通常 1 営業日以内に回答されます。


電話サポート
サポート時間
電話サポート インシデント数
対象となる製品
対象となるプログラム


•
年中無休 (24x7)
注 : 各地域の電話サポートは、営業時間)内にご利用いただけます。営業時間外の電話サポートは、各地域および海外のサポート センターを通じて提供されます。
•
SA の対象となるサーバーが 1 台以上の場合に、無償のインシデント 1 つ 
(Open License のお客様はご利用いただけません)
•
SA Server/CAL の購入額約240万円ごとにインシデント 1 つ
•
SA デスクトップ (Office + Windows) 購入額約2400万円ごとにインシデント 1 つ
•
サポートを受ける製品が SA の対象になっていない場合でも、すべてのボリューム ライセンス製品、Standard および Enterprise Edition サーバー、Windows、および Office アプリケーションが対象として含まれます。
•
製品は、製品ライフ サイクルのメインストリーム期間にあり、SA 特典の対象になっている必要があります。開発用ツール、Developer Edition のサーバー、またはホームおよびエンターテイメント製品は対象になりません。
•
EA、EAS、セレクト、Open Value
•
オープンライセンス (無償インシデントよび Web サポートはご利用いただけません)

Maintain(運用)


電話インシデントの提供時期
SA の電話インシデントの Premier への振り替え

サポート提供時間
使用の承認

承認されている連絡先


提供地域

有効期限

インシデント使用状況のレポート

(
ソフトウェア アシュアランスの特典とビジネス要件の詳細については、マイクロソフトの製品表の付録 4 に記載されています。
詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。

•
支払いに応じて年単位で割り当て : EA、EAS、セレクト (一括支払いでない場合)
•
購入時 : 支払いを一括で行う Open、Open Value、EA/セレクト
•
可能
•
ビジネスに重大な影響を及ぼす問題に対しては、年中無休 (24x7) のサポートが適用されます。
•
すべての重大度について、営業時間内に対応します。

•
電話および Web インシデントをご利用いただくには SAID が必要になります。
•
特典の管理者および承認されている連絡先は、サポート特典の利用の開始時に電子メールで SAID を受け取ります。
•
承認されている電話連絡先の数は "必要に応じて" 変更されます。
•
特典の管理者は、承認されている連絡先を必要な数だけ指定できます。
•
契約した第三者を承認されている連絡先として指名できます。この第三者は、顧客に代わってインシデントを利用できます。
•
世界各国
•
承認されている連絡先は、契約が締結された場所に関係なく、世界のどこででもインシデントを使用することができます。
•
すべての SA インシデントは、契約期間の満了に伴い失効します。たとえば、残ったインシデントを更新された契約に
繰り越すことはできません。
•
Premier に振り替えたインシデントはすべて、Premier 契約の期間満了に伴い失効します。
•
https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp (MVLS) では、銀行の取引明細書形式で記載されたトランザクション履歴をご覧いただけます。
利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。不明な点については、マイクロソフト ボリューム ライセンス コールセンター (VLCC) までお問い合わせください。


特典 :

TechNet Plus
情報システム技術者をサポートするための無制限の技術サポート、特定目的のリソース、および評価用の製品版ソフトウェアをお届けします。
サーバー ライセンスのマイクロソフト ソフトウェア アシュアランスをお持ちのお客様は、TechNet Plus および TechNet Plus サブスクリプション メディアをご利用いただけます。これらの特典は情報システム技術者に、技術的な問題に迅速に対処するために必要な情報を提供します。TecｈNet Plus では、以下のものをご利用いただけます。
•
100 を超えるニュース グループから構成される TechNet Managed Newsgroups による無制限のテクニカル サポート。
•
マイクロソフト サポート技術情報や、ソフトウェア更新プログラム、ユーティリティ、テクニカル トレーニング、ハウツー記事などの役立つ情報が収録されている TechNet Plus サブスクリプション メディア。

•
使用期限のない評価用の製品版ソフトウェアや、発売前のマイクロソフト製品、無償テクニカル サポート インシデント 2 つ、TechNet Plus サブスクライバ オンライン サービスに対するアクセスなどを含む、TechNet Plus サブスクリプション メディアの追加プレミアム特典。
TechNet Plus では、質問に対して製品の開発者から直接得た回答を参照することができます。必要としている回答を、不要なマーケティング資料を目にすることなく、すばやく得ることができます。しかも TechNet Plus はその他の製品サポート オプションよりコストがかかりません。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

中堅・中小企業のお客様 : 5 台以上のサーバー
•
オープン バリュー
•
オープン バリュー(全社契約オプション)とオープン バリュー サブスクリプション


大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズアグリーメント
•
エンタープライズサブスクリプションアグリーメント

対象となる製品 :

最新の製品表とソフトウェア アシュアランスで入手可能な製品に関する情報については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。

Maintain（運用）
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
TechNet Managed Newsgroups
◦
SA の対象となるサーバー ライセンスごとに 1 つのユーザー ID をご利用いただけます。
◦
Open Value ：SA の対象となるサーバー ライセンスを少なくとも 5 つ取得する必要があります。5 台目のサーバーから ID が提供されます。
TechNet Plus : サブスクリプション
◦
1 つ以上のサーバー ライセンスが SA の対象となっている場合、全社で使用できるキットとユーザー ID が加入契約ごとに 1 つ提供されます。
◦
Open Value :SA を保有するサーバー ライセンスを 
5 つ以上購入すると、TechNet Subscription メディアが提供されます。


•
個々のユーザー ID は個人に提供されます。このユーザー ID を使用し、契約者専用オンライン サービス サイトへの登録とアクセスを行います。このサイトには、Online Concierge Chat、Managed Newsgroup、プレミアム コンテンツへのアクセスなどの各種サービスが用意されています。
•
お客様による TechNet Plus ソフトウェアの使用には、お客様のライセンス契約の条項が適用されます。

•
ご契約 1 件につき TechNet Plus サブスクリプション メディアが 1 セット提供されます。これにより、管理者、従業員、および契約社員によるアクセスだけを目的として、お客様の組織内にあるサーバーに無制限のインストールを行うことができます。

•
対象となる SA ライセンスを 5 つ以上取得する必要があります。
•
情報の正確さを維持する目的で、マイクロソフト サポート技術者がニュースグループをモニタしています。
利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。

特典 :

企業内エラー報告 (CER)
修正プログラムを強化するために、企業内エラー データを簡単に検証する方法をご提供します。
企業内エラー報告 (CER) は、情報システム技術者にエラー情報の監視と確認を行うための明快で簡単な方法を提供します。この機能により、アプリケーションやオペレーティング システムから、システム内のクラッシュに関する情報を収集およびレポートできるようになります。情報システム担当者は、マイクロソフトに送信するレポートの種類をコントロールできるようになります。CER は、次のような機能を通じて情報システム技術者によるエラーの解決を支援します。
•
ダウンしているシステムおよびその原因を特定する
•
最新の情報や修正プログラムを入手する

•
エスカレーションが必要な場合に、使用可能な情報を判別する
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

中堅・中小企業のお客様 : 5 ライセンス以上の一括購入
•
オープン バリュー(全社契約オプション)とオープン バリュー サブスクリプション


大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
対象となる製品 :

最新の製品表とソフトウェア アシュアランスで入手可能な製品に関する情報については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。

ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
•
資格を有するお客様には、CER ソフトウェアを含むサブスクリプション キットが提供されます。お客様による CER ソフトウェアの使用には、お客様のライセンス契約の条項が適用されます。
•
対象となる言語 : 英語、フランス語、ドイツ語、日本語、スペイン語、イタリア語、ポルトガル語 (ブラジル)、繁体字中国語、簡体字中国語、オランダ語、スウェーデン語。その他の言語も対象となる可能性があります。
利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。

Maintain(運用)
特典 :

障害復旧を目的とするコールド バックアップ
オンライン バックアップ サーバーによって、ビジネスを保護し、障害に迅速に対応します。
コールド サーバーとは、障害が発生して初めて電源が入れられるサーバーのことです。このサーバーでは、その他の処理や運用は一切行われません。この障害復旧 (DR) を目的とするコールド バックアップの特典では 2 つ目のサーバー ライセンスが有効になります。
このライセンスによって、お客様は 2 台目のサーバーに同じ製品を導入できるため、障害発生時に直ちにサーバーをオンラインにすることができます。これにより、障害によるシステム全体に及ぶ影響を最小限に抑えて、ビジネス情報を保護することが可能になります。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

中堅・中小企業のお客様 : 5 ライセンス以上の一括購入
•
オープンライセンス
•
オープンバリュー
•
オープン バリュー(全社契約オプション)とオープン バリュー サブスクリプション


大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
•
障害復旧用ライセンスによる各製品の導入と使用は、その製品のライセンス契約の条件に従います。
•
障害復旧用サーバーでのソフトウェアの使用には、以下の制限事項が適用されます。
◦
サーバーは、1) 限定的なソフトウェアの自己テストおよび修正プログラムの管理、または 2) 障害復旧を行う場合を除き、電源がオフになっている必要があります。
◦
サーバーは、運用サーバーと同じクラスタ内に配置できません。

◦
お客様は、運用インスタンスを障害から復旧している間のみ、バックアップ インスタンスと運用インスタンスを同時に実行できます。

◦
バックアップ インスタンスを実行するためのお客様の権利は、ソフトウェア アシュアランスの期間満了時に終了します。
•
ソフトウェアが実行されるバックアップ サーバーは、次の場合を除き、電源がオフになっている必要があります。
◦
限定的な障害復旧のテストや、ソフトウェアの修正プログラムの管理を行う場合
◦
実際の障害時
利用方法 :

利用開始の手続きは必要ありません。

Transition(移行)

延長ホットフィックス サポート
Windows Fundamentals for Legacy PCs
Transition(移行)
特典 :

延長ホットフィックス サポート
お支払いはホットフィックスが必要になったときに発生します。
マイクロソフトは企業向けの製品に対して、最短で 10 年間のサポート (5 年のメインストリーム サポート期間と 5 年の延長サポート期間) を提供いたします。ホットフィックスの問題が発生したときは、延長ホットフィックス サポート契約 (EHSA) を申し込む必要があります。お客様にご安心いただけるよう、EHSA の年間費用はソフトウェア アシュアランス契約に含まれるようになりました。また、ソフトウェア アシュアランスを取得済みであれば、契約手続き期間の制限も適用されません。これによりサポート コストを削減できます。この特典を利用するには、Premier または Essential サポート契約が必要となります。


サポートの種類


製品の設計と機能の変更要求

セキュリティ更新

セキュリティ関連以外のホットフィックス


ライセンスに含まれる無償サポート**、ライセンス プログラム***、およびその他の無償のサポート プログラム

有償サポート (必要に応じた Premier と Essential の適用を含む)

適用対象の製品カテゴリ



メインストリーム サポート期間
利用可能

利用可能
利用可能
利用可能

利用可能
すべての製品に適用


延長サポート期間
利用可能

利用可能
利用可能*
利用可能

利用可能
ビジネスおよび開発者向け
ソフトウェアにのみ適用
*
延長ホットフィックス サポート契約を締結した場合のみご利用いただけます。
**
電話サポートおよびオンライン サポート オプションを指します。
***
たとえば、サーバー製品のソフトウェア アシュアランス プログラムでご購入いただいたサポート インシデントなどです。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

中堅・中小企業のお客様 ( サーバーのみ
•
オープンライセンス
•
オープンバリュー
•
オープンバリュー（全社契約オプション）およびオープンバリューサブスクリプション


大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ/サーバー
•
セレクト
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント


延長ホットフィックス サポート
続き
対象となる製品 :

•
延長ホットフィックス サポート契約は、現在サポートされている Service Pack にのみ適用されます 
(たとえば、Windows 2000 Server では SP 4 レベルのみ)。
•
お客様は、ホットフィックスを申請する製品の SA を保有している必要があります。

•
以下の製品で 延長ホットフィックスサポート契約 の特典を利用できます (ライセンスの利用資格に関する規定を確認してください):
•  Microsoft Exchange Server
•  Microsoft Operations Manager (MOM)
•  Microsoft Systems Management Server (SMS)
•  Microsoft SQL ServerTM
•  Windows Server
•  Windows Client OS
•  Microsoft Office Professional
最新の製品表とソフトウェア アシュアランスで入手可能な製品に関する情報については、www.microsoft.com/japan/licensing/product をご覧ください。
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
•
すべてのお客様について、90 日以内に契約手続きを行う必要がなくなりました (SA のお客様については自動的に登録が行われます)。
◦
サーバー : Exchange Server、MOM、SMS、SQL Server、および Windows Server の年間契約料金は、SA に含まれています。
◦
デスクトップ : Windows Client OSおよび Office Professional の年間契約料金は、SA に含まれています。


•
年間料金は SA の一部として支払われます。
◦
お客様は現在 SA を保有している必要があります。
◦
最初のホットフィックスは含まれていません。
•
お客様は、EHSA の契約手続きをし、ホットフィックスの申請時に条項と条件に同意して、受け取ったホットフィックスごとに料金をお支払いいただく必要があります。

•
製品のライフ サイクルの延長サポート期間に製品に対するサポートが提供されるのは、Premier サポートのみです。
利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。担当のテクニカル アカウント マネージャにお問い合わせいただくこともできます。

Transition(移行)
特典 :

Windows Fundamentals for Legacy PCs
古いハードウェアを新しい PC と同様にセキュリティで保護することができます。
古いコンピュータは、保守のためのコストが高くなるだけでなく、古いコンピュータにつきもののセキュリティ上のリスクを抱えています。生産性の低下をもたらす問題を抱えていたり、IT リソースを大幅に消費していたりすることもあります。長期的に見れば費用対効果に優れているのは古い PC を入れ替えることですが、1 つの部門あるいは企業全体のハードウェアを新たに購入することが、財政的に見て常に実行可能な選択肢であるとは限りません。Microsoft Windows Fundamentals for Legacy PCs は、セキュリティと管理性を向上させて古いハードウェアの寿命を延ばすことで、総保有コスト (TCO) を削減します。また、情報システム部門の負担を軽減し、エンド ユーザーの生産性を向上させて、セキュリティのギャップを埋めます。
Windows Fundamentals for Legacy PCs は Windows XP Embedded SP2 に基づいています。Windows Fundamentals for Legacy PCs を実装すると、Windows XP プラットフォームのセキュリティと安定性を実現できるため、ご利用の PC を最終的に入れ替えるときの Windows Vista Enterprise への移行が容易になります。情報システム部門でも、グループ ポリシー オブジェクトや修正プログラムの導入の自動化など、Windows XP プラットフォームが備えている機能を使用することで、デスクトップの管理性を向上させることができます。
また、Windows Managed Desktop Service などの Windows Fundamentals の新しい機能により、自動ログイン、ディスク保護、デスクトップのカスタマイズなどのセキュリティ機能を利用できるようになります。また、ユーザーは、Web ブラウザ、ターミナル エミュレーション ソフトウェア、セキュリティ ソフトウェア、およびその他の軽度の負荷を伴うアプリケーションをローカルで実行できます。他のアプリケーションはすべてサーバー上で実行され、リモート デスクトップ クライアントまたは Citrix の ICA クライアントを使用してアクセスされます。
お客様の目標は、古い PC の総保有コストを削減することです。Windows Fundamentals for Legacy PCs によりその目標を実現するだけでなく、現在では非常に重要性が増しているセキュリティ上のメリットも実現することができます。日々の業務やソフトウェアのアップグレード計画において古い PC を簡単に管理しながら、これらの PC の寿命を延ばすことができます。次のようなメリットがあります。
古い PC の保有コストの削減
•
古いハードウェアの用途を変更し、ターミナル サービス クライアントとして使用することができます。
•
基幹業務アプリケーションや生産性アプリケーションをサーバーに移動できます。

•
完全にサポートされた Windows オペレーティング システムを実行できます。

•
組織で必要とされるコンポーネントのみをインストールすることで、ディスク上に占める割合を最小限にすることができます。

•
組織全体に同じエンド ユーザー エクスペリエンスを提供することで、ヘルプ デスクへの電話の回数を減らすことができます。
古い PC の管理性の向上
•
古いハードウェアで最新の管理ツールを使用できます。
•
現行の適切に管理されている環境に古い PC を組み入れることができます。

•
組織でサポートする必要のあるオペレーティング システムの数を削減することができます。

Windows Fundamentals for Legacy PCs
続き
古い PC のセキュリティの向上
•
古いハードウェアで最新のセキュリティ ツールを使用できます。

•
デスクトップをロックダウンできます。

•
すべての PC について、攻撃にさらされるリスクを軽減することができます。
ハードウェアの更新とソフトウェアの間のギャップを埋める
機能およびハードウェア要件の詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa をご覧ください。
マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてご購入いただけるお客様 :

大規模企業のお客様 : 250 台以上のデスクトップ
•
セレクト SA メンバシップ
•
エンタープライズ アグリーメント
•
エンタープライズ サブスクリプション アグリーメント
ビジネス要件 :

https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp にアクセスし、右側のナビゲーション ウィンドウの [ソフトウェア アシュアランスの特典] リンクをクリックしてサービス レベルをダウンロードするか、このガイドの「資料」を参照してください。
•
SA の対象となる Windows クライアント ライセンスごとに 1 つのコピーを Windows クライアント ライセンスとしてインストールできます。お客様による Windows Fundamentals for Legacy PC の使用には、お客様のライセンス契約の条項が適用されます。
•
お客様は、以下に示す種類のアプリケーションを実行するためにのみ、このソフトウェアを使用できます。
◦
セキュリティ管理
◦
ターミナル エミュレーション
◦
リモート デスクトップおよび類似のテクノロジ


•
お客様は、Media Player をインストールしないことも選択できます。
その場合、デスクトップ オペレーティング システムのセクションのうち、下に示すセクションは、お客様のソフトウェアの使用には適用されません。
◦
Windows Media® Digital Rights Management
◦
Windows Media Player
◦
MPEG-4 映像標準に関する注意
•
ソフトウェアを最初にインストールしたデバイス以外のデバイスにソフトウェア アシュアランスを移動すれば、お客様はその移動先のデバイスでソフトウェアを使用することができます。

利用方法 :

この特典の利用を開始する方法については、www.microsoft.com/japan/licensing/sa/activate.mspx にアクセスするか、このガイドの「資料」の「簡単な利用手順」を参照してください。

セクション 3

リソース
簡単な利用手順
以下の表は、マイクロソフト ソフトウェア アシュアランスの特典の利用を開始するために必要な手順を示しています。ほとんどの特典は、MVLSサイト (https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp) を通じて利用を開始することができます。オンラインのリソースである MVLSサイト を使用して、マイクロソフトのライセンス契約の管理や、ライセンスの注文情報および購買履歴へのアクセスを行うことができます。
注 : すべてのソフトウェア アシュアランスの特典がすべてのボリューム ライセンス プログラムに対して利用できるわけではありません。
特典 :

アップグレードの権利
年額払い


利用手順 :

利用を開始するための特別な手順は必要ありません。
特典 :

デスクトップ導入計画
サービス


利用手順 :

連絡先担当者向けの手順 :
1.
マイクロソフト ボリューム ライセンス契約に署名します。
2.
マイクロソフトから、お客様の特典とライセンス契約を管理するための専用 Web サイトである Microsoft Volume Licensing Services (MVLS) のアクセス先をご案内する電子メール メッセージをお送りします。
3.
MVLSサイト にアクセスします。
4.
Microsoft Passport Network にサインインします。Passport Network の資格情報をお持ちでない場合は、[今すぐサインアップ] をクリックし、表示される画面の手順に従ってサインアップします。
5.
MVLS アカウントを作成します。
6.
お客様の会社のソフトウェア アシュアランスの特典を管理する特典の管理者を任命します。
マイクロソフトから特典の管理者宛てに案内メールをお送りします。
7.
特典の管理者の方が MVLS 上で登録を行うと、特定のソフトウェア アシュアランスの特典を
管理するためのアクセス許可が割り当てられます。
特典の管理者向けの手順 :
1.
パッケージ サービスの利用を開始するための管理者権限があることを確認します。
権限がない場合は、連絡先担当者または特典の管理者に問い合わせてください。
2.
MVLSサイト にアクセスします。
3.
Microsoft Passport Network にサインインします。Passport Network の資格情報をお持ちでない場合は、[今すぐサインアップ] をクリックし、表示される画面の手順に従ってサインアップします。
4.
ソフトウェア アシュアランスの特典の概要ページに移動します。
5.
デスクトップ パッケージ サービスの特典を選択します。

資料
特典 :

デスクトップ導入計画
サービス


利用手順 :

6.
デスクトップ導入計画サービスの受講券を組織内のプロジェクト マネージャに割り当てます。
7.
プロジェクト マネージャには特典に関する情報が記載された電子メール メッセージが送信されます。この電子メール メッセージには、プロジェクト マネージャの方が接触する機会を設けることができるように、お近くのマイクロソフト パートナーまたはマイクロソフト コンサルティング サービスの一覧のリンクも含まれています。
オプション : トレーニングの日数を適用することで、デスクトップ導入計画サービスの日数を増やすこともできます。この変更は、特典の管理者からの承認が必要となります
特典 :


インフォメーション　ワーク　ソリューション　ワークショップ


利用手順 :

連絡先担当者向けの手順 :
1.
マイクロソフト ボリューム ライセンス契約に署名します。
2.
マイクロソフトから、お客様の特典とライセンス契約を管理するための専用 Web サイトである Microsoft Volume Licensing Services (MVLS) のアクセス先をご案内する電子メール メッセージをお送りします。
3.
MVLSサイト にアクセスします。
4.
Microsoft Passport Network にサインインします。Passport Network の資格情報をお持ちでない場合は、[今すぐサインアップ] をクリックし、表示される画面の手順に従ってサインアップします。
5.
MVLS アカウントを作成します。
6.
お客様の会社のソフトウェア アシュアランスの特典を管理する特典の管理者を任命します。
マイクロソフトから特典の管理者宛てに案内メールをお送りします。
特典の管理者向けの手順 :
1.
MVLS にアクセスするには、MVLS からの招待電子メール メッセージのリンクを使用するか、お客様の会社の契約番号を入手して、MVLSサイト にアクセスします。
2.
Microsoft Passport Network にサインインします。Passport Network の資格情報をお持ちでない場合は、[今すぐサインアップ] をクリックし、表示される画面の手順に従ってサインアップします。
3.
MVLS アカウントを作成し、必要に応じてお客様の会社の契約内容へのアクセスを要求します。
4.
ソフトウェア アシュアランスの特典の概要ページに移動します。
5.
トレーニング受講券の使用対象を次の IWSS ワークショップから選択します。
•
1 日コースの Information Work Value Discovery Workshops はビジネスに関する意思決定者を対象としています。ここでは、最小限のリスクでビジネスに大きな影響を及ぼすプロジェクト群を選び出し、それらの優先順位を見極める方法をご理解いただけます。

•
2 日間コースの Information Work Architecture Design Sessions は情報システム技術者や技術面の意思決定者を対象としています。ここでは、IT 環境に最も高価値なインフォメーション ワーク プロジェクトを実装するためにどのようなアーキテクチャが必要であるかを明確にご理解いただけます。

特典 :


インフォメーション ワーク ソリューション ワークショップ


利用手順 :

•
トレーニング受講券を振り替えます。あるいは、トレーニング受講券の管理者に振り替えを依頼します。注 : このリソース キットの CD に含まれるマイクロソフト ボリューム ライセンス サイト デモンストレーションでは、このための手順をご紹介しています。
•
お住まいの地域で インフォメーション ワーク ソリューション ワークショップを提供できるプロバイダを探すには、パートナーの検索ページ (http://directory.partners.extranet.microsoft.com/psbproviders/ProviderListing.aspx?i=1&pst=IWSS&pcn=&cty=&stpr=&cntry=Japan&seg=0&lev=0&slan=0) をご覧ください。

特典 :

Windows プレインストール
環境
マイクロソフトの
トレーニング受講券

Microsoft e-Learning 
自宅使用プログラム
社員購買プログラム (EPP)
エンタープライズ ソース 

コード ライセンス 

プログラム (ESLP)
企業内エラー報告 (CER)

TechNet Plus


利用手順 :

連絡先担当者向けの手順 :
1.
マイクロソフト ボリューム ライセンス契約に署名します。
2.
マイクロソフトから、お客様の特典とライセンス契約を管理するための専用 Web サイトである Microsoft Volume Licensing Services (MVLS) のアクセス先をご案内する電子メール メッセージをお送りします。
3.
MVLSサイト にアクセスします。
4.
Microsoft Passport Network にサインインします。Passport Network の資格情報をお持ちでない場合は、[今すぐサインアップ] をクリックし、表示される画面の手順に従ってサインアップします。
5.
MVLS アカウントを作成します。
6.
お客様の会社のソフトウェア アシュアランスの特典を管理する特典の管理者を任命します。
マイクロソフトから特典の管理者宛てに案内メールをお送りします。
7.
特典の管理者の方が MVLS 上で登録を行うと、特定のソフトウェア アシュアランスの特典を
管理するためのアクセス許可が割り当てられます。
特典の管理者向けの手順 :
1.
MVLSサイト にアクセスします。
2.
Microsoft Passport Network にサインインします。Passport Network の資格情報をお持ちでない場合は、[今すぐサインアップ] をクリックし、表示される画面の手順に従ってサインアップします。
3.
MVLS アカウントを作成します。
4.
ソフトウェア アシュアランスの特典の概要ページに移動します。
5.
特典の名前の隣にある [登録] をクリックしてアクセスします。
6.
メディアを受け取るユーザーを指定します。
7.
お客様の会社の IT、人事、およびトレーニングの各部署に、特典に関する情報を伝えます。
注 : 一部の特典では、利用の前に条項および条件に同意する必要があります。該当する場合は、
内容を確認したうえで同意してください。


資料
特典 :

年中無休 (24x7) の
技術サポート



利用手順 :

連絡先担当者向けの手順 :
1.
マイクロソフト ボリューム ライセンス契約に署名します。
2.
マイクロソフトから、お客様の特典とライセンス契約を管理するための専用 Web サイトである Microsoft Volume Licensing Services (MVLS) のアクセス先をご案内する電子メール メッセージをお送りします。
3.
MVLSサイト にアクセスします。
4.
Microsoft Passport Network にサインインします。Passport Network の資格情報をお持ちでない場合は、[今すぐサインアップ] をクリックし、表示される画面の手順に従ってサインアップします。
5.
MVLS アカウントを作成します。
6.
お客様の会社のソフトウェア アシュアランスの特典を管理する特典の管理者を任命します。
7.
年中無休 (24x7) の技術サポートの特典を管理する特典の管理者を指定します。
8.
マイクロソフトから特典の管理者宛てに案内メールをお送りします。
特典の管理者向けの手順 :
1.
MVLSサイト にアクセスします。
2.
Microsoft Passport Network にサインインします。Passport Network の資格情報をお持ちでない場合は、[今すぐサインアップ] をクリックし、表示される画面の手順に従ってサインアップします。
3.
MVLS アカウントを作成します。
4.
ソフトウェア アシュアランスの特典の概要ページに移動します。
5.
[年中無休 (24x7) の技術サポート] の隣にある [登録] をクリックし、お客様の会社の特典に
アクセスします。
6.
条項と条件を確認し、同意します。
7.
新しい特典を有効にします。
8.
サポート インシデントを送信する認証済みユーザーの一覧をセットアップします。
9.
IT チームおよびヘルプ デスクに特典に関する情報を伝えます。

ヒント :  [ロボヘルプ] リンクをクリックすると、その他のヘルプもご覧いただけます。



特典 :

障害復旧を目的と
するコールド バックアップ



利用手順 :


特典の対象となるお客様は、何らかの手続きを取ることなく、この特典を有効にして活用することができます。

有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みのサーバー ライセンスごとに、お客様は同一のソフトウェアをコールド バックアップ サーバーにインストールする権利を有します。このソフトウェア アシュアランスの障害復旧の特典に基づく任意のサーバー ソフトウェアの使用は、そのソフトウェアの使用権 (これには、たとえばプロセッサまたはコピーごとに個別にライセンスを許諾するための要件も含まれます) に従うものとします。さらに、障害復旧の特典に関する条項および条件にも従う必要があります。お客様が資格をお持ちの障害復旧用ライセンスの数は、お客様が有効なソフトウェア アシュアランスをお持ちのライセンスの数と直接的な相関関係があります。お客様は、お持ちのボリューム ライセンス メディアを使用して、コールド バックアップをインストールすることができます。

(最初に 2004 年 6 月に発表された) マイクロソフト ボリューム ライセンス製品表 (www.microsoft.com/japan/licensing/product) に記載されているコールドな障害復旧の権利に関する製品の使用条件は、運用サーバー ソフトウェア (および必要な CAL) のライセンスおよびソフトウェア アシュアランスの証明と共に、障害復旧用のコールド サーバー ライセンスの使用権を明示するものです。
特典 :

延長ホットフィックス 
サポート


利用手順 :


サポート ライフ サイクルの延長サポート期間中に、お客様からご連絡いただいた問題の解決にホットフィックスが必要になる可能性があると判断された場合 (通常はサポート エンジニアが判断)、テクニカル アカウント マネージャ (TAM) にお問い合わせください。テクニカル アカウント マネージャは問題解決を担当する適切なチームに連絡し、ホットフィックスの作成を開始します。

ホットフィックスの作成および提供が可能であることが確認できしだい、テクニカル アカウント マネージャはお客様にご連絡し、延長ホットフィックス サポート契約を締結していただくか、あるいは影響を受ける製品を既存の延長ホットフィックス サポート契約の対象として追加していただくためのお手伝いをいたします。
特典 :

Windows Fundamentals for Legacy PCs


利用手順 :

ダウンロード ツールを使用して https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp から入手できます。
特典 :

Windows Vista Enterprise


利用手順 :

ダウンロード ツールを使用して https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp から入手できます。


マイクロソフト ソフトウェア アシュアランスの
特典の利用資格一覧
詳細については、担当のマイクロソフト パートナーまたはアカウント マネージャまでお問い合わせください。 
特典の利用を開始するには、Microsoft Volume Licensing Services サイト 
(https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp) にアクセスします。

特典の利用資格一覧 :
1

2
この特典を利用するには Premier または Essential サポート契約が必要となります。
3
Open License のお客様には適用されません。Web サポートは、重大度が低い (重大度 C) 事例にのみ適用されます。電話によるコールバックは、お客様のソフトウェア アシュアランスインシデントの数から差し引かれます。


4
年中無休 (24x7) のサポートは、重大度 A の事例にのみ適用されます。SA インシデントは Premier サポート時間と交換することができます。インシデントを Premier 製品サポートの時間に振り替えることができます。この場合の交換比率は、お住まいの地域の Premier の価格によって決まるものであり、国によって異なります。
*
使用されている通貨は米ドル及び円のみです。金額は通貨によって異なります。
**
製品のリリースに従い提供が開始されます。


© 2006 Microsoft Corporation. All rights reserved. 
Microsoft、Windows、Windows Server、および Windows Vista は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。その他のすべての商標は各社が版権を所有しています


 


 


 


 

セクション 4

用語集
CPLS  (「マイクロソフト認定ラーニング ソリューション パートナー (CPLS)」を参照)

EA  (「エンタープライズアグリーメント」を参照)
e-Learning
オンラインまたはオフラインの形式で配信される、個人用の (必要なときに利用できる) マイクロソフト ソフトウェア コースです。シミュレーション、実践学習、および学習評価が含まれています。
エンタープライズアグリーメント (EA) 
エンタープライズアグリーメントは、250 台以上のデスクトップを保有し、一元化された購買部門をお持ちかあるいは必要とお考えで、マイクロソフトのテクノロジを全社的に導入して IT の標準化を図るという戦略に関心をお持ちの大規模企業の顧客に対し、マイクロソフト ボリューム ライセンスを通して提供される特別な契約です。このプログラムの詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing をご覧ください。
EAサブスクリプション (EAS) 
EAサブスクリプションは、マイクロソフトのソフトウェア ライセンスを購入ではなくサブスクリプションで取得することを希望する、250 台以上のデスクトップを保有する企業のお客様向けのマイクロソフト ボリューム ライセンス プログラムです。マイクロソフトの EAサブスクリプション は、企業全体にわたる IT の標準化、ライセンス管理の簡略化、およびメンテナンス特典の入手を支援し、お客様の競争力の維持と従業員の生産性の向上を実現します。
EPP  (「社員購買プログラム (EPP)」を参照)
インフォメーション ワーク ソリューション ワークショップ 
お客様が生産性への投資を最大限に活用するためのお手伝いをします。インフォメーション ワーク ソリューション ワークショップは、個人、チーム、および組織の影響力を高める直接的な方法を提供します。マイクロソフト パートナーが実施する 1 日および 2 日間の計画ワークショップでは、ビジネス上の価値とアーキテクチャ インフラストラクチャに重点を置きます。
Managed Newsgroups
TechNet Plus のお客様がアクセスして、情報システム業界内の他のユーザーと情報交換を行うことができるオンライン フォーラムです。情報の正確さを維持する目的で、マイクロソフトの担当者がモニタしています。
Microsoft Core クライアント アクセス ライセンス　(Core CAL)
現在のバージョンは次のコンポーネントのクライアント アクセス ライセンスから構成されています。Microsoft Windows Server 製品、Exchange Server 製品、Microsoft Systems Management Server、および Microsoft SharePoint( Portal Server 製品。
Microsoft Volume Licensing Services (MVLS)
お客様のためのライセンス管理ツールとして機能する、パスワードで保護された Web サイトです。お客様のライセンスの状態、契約番号、オンラインの記録、およびその他のライセンス情報をご確認いただけます。
OEM  (「Original Equipment Manufacturer (OEM)」を参照)
オープン ライセンス
オープン ライセンス は、デスクトップの保有台数が 250 台未満の中堅・中小の組織に対し、マイクロソフト ボリューム ライセンスを通して提供される契約です。オープン ライセンスは、このような組織のニーズと調達手順に最も適した、マイクロソフトのテクノロジを取得するための、単純で柔軟性の高い、経済性に優れたライセンスです。
•
オープンビジネス を利用すると、5 ライセンス以上または 1 サーバー プロセッサ ライセンスを購入する際の料金が小売店で購入するよりも安価になります。このプログラムは、予算に合わせてライセンスを購入し、ビジネス ニーズの拡大に応じてライセンスを追加購入できるような柔軟性の高いライセンスを望む組織に最適です。
•
Open Volume は、1 つ以上の製品群 (アプリケーション、システム、サーバー) を一度に大量に取得する必要がある組織に大幅なコスト削減効果をもたらします。
オープン バリュー
オープン バリューは、パーソナル コンピュータの保有台数が 250 台未満の中小規模の組織に対し、マイクロソフト ボリューム ライセンスを通して提供される特別な契約です。この契約を利用すると、1 つの契約でマイクロソフトのソフトウェア ライセンスを使用および管理することができます。オープン バリュー によって、ライセンス管理の簡略化、投資の効果的な管理、およびソフトウェア コストの管理性の向上を図ることができます。このプログラムの詳細については、www.microsoft.com/japan/licensing をご覧ください。

•
オープン バリュー(全社契約オプション)は、ライセンスとソフトウェア アシュアランスの支払いを年額に分割することで、お客様が初期コストを削減できるようにする包括的なプログラムです。
この契約により、顧客は保有するデスクトップの台数 (最低数は 5 台) に応じて料金を支払うことで、組織全体に導入するテクノロジをマイクロソフトのテクノロジで標準化することができます。このオプションには 3 年間の年次分割払いが用意されているため、マイクロソフトのテクノロジを採用する際のコストを大幅に削減できるほか、コストの予測も可能になります。
•
オープン バリュー（個別購入オプション）は、デスクトップ ソフトウェアの標準化を希望し、支払いに柔軟性を持たせて年額に分割する必要があるお客様に最適です。この契約により、顧客は非永続オプションを通じてソフトウェアを必要な期間だけ使用する権利を保有することができます。
•
オープン バリュー サブスクリプションは、最新のマイクロソフトのテクノロジの使用を希望するお客さま向けの、3 年間の非永続的な契約です。この契約により、顧客はマイクロソフトとの契約の期間内にだけソフトウェアを実行する権利を保有することができます。これを「サブスクリプション オプション」と呼びます。
Original Equipment Manufacturer (OEM) 
Microsoft 製品をあらかじめ搭載してコンピュータを出荷することができる、マイクロソフトが認定した企業です

用語集
SA  (「ソフトウェア アシュアランス」を参照)
SA メンバシップ  (「ソフトウェア アシュアランス メンバシップ」を参照)

セレクト 
セレクトは、デスクトップの保有台数が 250 台以上で、複数のソフトウェア要件が混在している中規模および大規模の組織に対し、マイクロソフト ボリューム ライセンスを通して提供されるトランザクション ベースの契約です。セレクトは予測に基づいたライセンス モデルです。つまり、このモデルの下では、購入数は予測に基づいて決定されます。このプログラムでは大規模企業のお客様に、予算に合わせてライセンスを購入するための、柔軟性が高く経済性に優れた方法が提供されます。
TechNet Plus ( Managed Newsgroups と Subscription メディア

TechNet Online Concierge Chat にアクセスできるだけでなく、Managed Newsgroup にメッセージを投稿できます。情報システム技術者は TechNet Plus Subscription のコンテンツにアクセスできます。メディア版の TechNet Subscription でも、最新アプリケーションのベータ版の候補ソフトウェアや評価版にアクセスすることができます。
Windows Fundamentals for Legacy PCs 
Microsoft Windows XP SP2 と同じセキュリティ機能と管理機能を入手できるため、最新のハードウェアとオペレーティング システムにスムーズに移行することができます。Windows Fundamentals for Legacy PCs は、旧型のパーソナル コンピュータで古いオペレーティング システムを稼動させており、新しいハードウェアを購入することが困難なお客様向けに設計された、Windows ベースのオペレーティング システム ソリューションです。
Windows プレインストール環境 (WinPE)

自動化により導入の迅速化を図るカスタム ソリューションを構築できます。WinPE は、MS-DOS に代わる Microsoft Windows XP Professional のバージョンの 1 つです。この環境で、Windows セットアップ、スクリプト、およびイメージング アプリケーションを実行できます。情報システム担当者は少ない時間と手間でデスクトップを常に最新の状態に保つことができます。
Windows Vista Enterprise 
Windows Vista Enterprise は、上位の中規模組織と大規模組織の IT コストの削減と IT の効率の向上を目的としています。Windows Vista Enterprise には、機密データの保護を強化する Windows BitLocker ドライブ暗号化が搭載されています。また、OSの仮想化と UNIX ベース アプリケーション用サブシステム (SUA) によって、高度なアプリケーションの互換性シナリオもサポートされます。Windows Vista Enterprise は、追加コストなしですべての Windows ユーザー インターフェイス言語を 1 つの全世界向けのシステム イメージに含めることによって、その機能をさらに一歩進んだものにしています。Windows Vista Enterprise はソフトウェア アシュアランス (SA) のお客様だけがご利用になれます。
アップグレードの権利

ソフトウェアの新しいバージョンを、ご都合に合わせて導入していただけます。この権利により、過去の企業の投資を無駄にすることなく、利用可能な最も高度なソフトウェアを入手することができます。最新バージョンの取得に関連するコストを削減しつつ、最新のテクノロジを直ちにご活用いただけます。



エンタープライズ ソース コード ライセンス プログラム (ESLP)

社内での開発およびサポートのために、Microsoft Windows のソース コードにアクセスできます。1,500 台以上のデスクトップを保有するお客様が利用でき、システムおよび関連アプリケーションに対する調整や改良が可能となります。また、強化したデバッグ機能を実装すればセキュリティを管理しやすくなり、ウイルスやその他の脅威からの保護が容易になります。ご利用資格および提供可能な地域には、マイクロソフトの条項が適用されます。
延長ホットフィックス サポート

ホットフィックスの問題が発生したときは、延長ホットフィックス サポート契約 (EHSA) を申し込む必要があります。お客様にご安心いただけるよう、EHSA の年間費用はソフトウェア アシュアランス契約に含まれるようになりました。また、ソフトウェア アシュアランスを取得済みであれば、契約手続き期間の制限も適用されません。これによりサポート コストを削減できます。この特典を利用するには、Premier または Essential サポート契約が必要となります。
加入契約

対象となる関連会社に対し セレクトまたはEA、EASの条項に基づいてソフトウェアを購入することを許可する、マイクロソフトが発行する書類のことです。
関連会社

お客様が所有し、またはお客様を所有し、または共通の所有権の下にある企業または法人組織を指します。所有権は、50% 以上の直接または間接所有と定義します。
企業内エラー報告 (CER)

修正プログラムの導入を制御するために、エラー情報の監視と確認を明快かつ簡単に行う方法を提供します。CER を利用すると、情報システム管理者は、Microsoft Windows やマイクロソフトの他のプログラムに含まれるクライアントによって生成されるエラー報告やエラー メッセージを管理することができます。一方、エンド ユーザーは、問題を解決するためのマイクロソフトのソリューションやカスタム ソリューションを手に入れることができます。
クライアント アクセス ライセンス (CAL)

Microsoft サーバー製品にアクセスするデバイスに必要なライセンスです。
契約番号

マイクロソフト ボリューム ライセンス プログラムで最初のご注文を受領した後、マイクロソフトがお客様に対して割り当てる固有の番号です。
更新期間

ライセンス契約の満了時に、お客様は契約を更新して期間を最長で 3 年延長することができます。
サーバー

データの一元処理、ファイルと印刷のサービスなどを実行するよう特に割り当てられているコンピュータです。サーバー ライセンスとは、特定のマイクロソフト製品を特定のサーバーにインストールして実行するためのライセンスです。


サービス プロバイダ

サービス プロバイダは、自社のサービスを通じて、お客様がマイクロソフトのソフトウェア製品を利用できるようにする事業者です。たとえば、Web ホスト アプリケーション サービス プロバイダ、メッセージングおよびコラボレーション サービス プロバイダ、プラットフォーム インフラストラクチャ プロバイダ、ストリーミング メディア サービス プロバイダ、Web とインターネットのサービス プロバイダ、およびマイクロソフトのテクノロジ上で動作するホスト型アプリケーションを所有している独立系ソフトウェア ベンダなどが含まれます。
自宅使用プログラム (HUP)

自宅でのソフトウェアの使用を可能にすることで、従業員の生産性を向上させると共に、Microsoft Office から最大限の利益を得ることができます。自宅使用プログラムを利用すると、従業員は自宅のコンピュータで使用するための Microsoft Office プログラムのラインセンスを受けたコピーを取得できます。対象となるソフトウェアには、最も広く使用されている Microsoft Office デスクトップ プログラムが含まれます。
社員購買プログラム (EPP)

従業員が個人ユーザー向けのマイクロソフト製品を割引価格で購入できます。自宅と職場で同じソフトウェアを使用できるようになるために柔軟性が増加します。また、優れた個人向け製品を利用できるようになることで、従業員の満足度も高まります。
障害復旧を目的とするコールド バックアップ

障害復旧を目的とする無償のコールド バックアップ サーバー ライセンスがあれば、不測の事態に備えることができます。このソフトウェア アシュアランスの特典を利用するには、有効なソフトウェア アシュアランスの対象になっているマイクロソフト サーバー ライセンスを購入する必要があります。また、ソフトウェアで必要になる場合は、同じく SA の対象になっている、対応するすべての CAL も購入する必要があります。
製品群

一部のボリューム ライセンス プログラムを通じて入手できるマイクロソフト製品は、アプリケーション、システム、サーバーの 3 つの製品群に分類されています。価格は、製品群ごとの購入規模に基づいて設定されます。
製品使用権

マイクロソフトによってライセンス許諾を受けた製品の使用は、個々の製品およびバージョンに固有の製品使用権によって規定されます。
製品表

マイクロソフトから定期的に発行される文書で (発行時期は地域によって異なります)、プログラムで入手可能な製品の一覧と、その製品のライセンスの取得に関する製品固有の条件や制限事項が掲載されています。
ソフトウェア アシュアランス (SA)

マイクロソフト製品をサポートする総合的なメンテナンス プログラムです。ライセンスを取得した製品の最新バージョンを実行する権利と、ライセンス料金の年額支払いを提供します。また、テクノロジ、ツール、サポート、トレーニング、およびその他の特典も含まれています。

ソフトウェア アシュアランス メンバシップ (SA メンバシップ)

ソフトウェア アシュアランス メンバシップ (SA メンバシップ) は、加入契約書または契約書の新規署名時または更新時に確定します。SA メンバシップ は、加入契約または契約に基づいて特定の製品群で取得したすべてのライセンスに関してソフトウェア アシュアランスを取得することに同意されたお客様にご利用いただけます。セレクト 加入契約には、SA メンバシップ を選択するためのチェック ボックスが用意されています。Open Value と Enterprise Agreement には、SA メンバシップ が自動的に含まれます。これは、この 2 つのプログラムに基づいて取得したすべてのライセンスにソフトウェア アシュアランスが含まれているためです。Open Business と Open Volume では、SA メンバシップ はご利用いただけません。

対象デスクトップ
個人のデスクトップ コンピュータ、携帯型コンピュータ、ワークステーション、および同様のデバイスのうち、お客様 (関連会社を含みます) によって、またはお客様のために使用され、かつ、エンタープライズ製品のいずれかを実行する最小要件を満たしているデスクトップを指します。サーバーに指定され、パーソナル コンピュータとしては使用されないコンピュータ、経理担当者が使用する会計プログラムなどの基幹業務ソフトウェアのみを実行する専用のシステム、および組み込みのオペレーティング システム (Windows 9x Embedded や Windows XP Embedded など) を実行するシステムは、対象デスクトップには該当しません。
対象となる製品 
ソフトウェア アシュアランスの特典が現在適用される対象の製品です。
デスクトップ導入計画サービス

お客様は、基本的な分析、事例、プロセス管理計画、および必要とされる技術的な手順により、綿密なデスクトップ導入プロジェクトを実行できます。この特典は、担当の導入パートナーを通じてご利用いただけます。
トレーニング受講券

マイクロソフト認定ラーニング ソリューション パートナー (CPLS) によって実施される厳選したコースを受講するための受講券です。コースには、インストラクタによる講義形式のコース、オンラインのコース、および自分のペースで学習できるコースがあります。
年額払い

一括ではなく年額に分割してお支払いいただくオプションにより、テクノロジ関連の支出をより柔軟に管理していただけます。これにより、初期コストを低く抑え、年間のソフトウェア予算を最長で 3 年先まで見積もることができます。
年中無休 (24x7) の技術サポート

業務に重大な影響を与える問題に対するサポートが必要になったら、いつでもマイクロソフトにご連絡いただけます。Standard および Enterprise Edition のサーバーに対する営業時間内の Web による無制限のサポートだけでなく、すべての製品に対する年中無休 (24 x 7) の電話サポートを利用できるため、お客様は適切なレベルのサポートを選択することができます。Premier 契約を締結しているお客様の場合は、ソフトウェア アシュアランスで取得したインシデントを Premier サポートに適用し、より高いレベルのサービスを受けていただくことができます。
用語集
パッケージ製品 (FPP)

全国の販売店を通じて提供されます。FPP は通常、パッケージ包装された箱の形で提供され、1 つの箱に 1 つのライセンスが付属します。また、ライセンス許諾を受けた製品に対するフロッピー ディスクや CD などのメディア、ユーザー ガイドや製品マニュアルなどの印刷物、および使用許諾契約書 (EULA) が含まれます。
発効日

あるライセンス契約の有効期間が開始される期日です。通常はマイクロソフトが契約を受理した日付となります。
2 つ目のコピーを使用する権利

アプリケーション ソフトウェア製品の 2 つ目のコピーを携帯型コンピュータにインストールする権利です。この権利は、元のコピーのプライマリ ユーザーにのみ適用されます。
マイクロソフト

マイクロソフト ボリューム ライセンス契約を履行するマイクロソフト株式会社、あるいはそれを請け負うマイクロソフトの関連会社を指します。
マイクロソフト コンサルティング サービス

マイクロソフト サービスの支援の下、775,000 を超えるパートナーから成る世界的なネットワークと共同で作業を行うことで、ビジネス向けのテクノロジを評価し、ソリューションを導入することができます。詳細については、www.microsoft.com/Microsoftservices をご覧ください。
マイクロソフト認定ラーニング ソリューション パートナー (CPLS)
マイクロソフトによって認定された、トレーニングを実施する第三者企業です。情報システム担当者と開発者に対し、Microsoft テクノロジに関する講師主導のコースおよびオンライン トレーニングを提供します。


マイクロソフト プラットフォーム

エンタープライズ製品の標準プラットフォームには、Microsoft Windows デスクトップ オペレーティング システムのアップグレードと Microsoft Office Professional が含まれます。現在のバージョンには次のコンポーネントが含まれています。Microsoft Office Word、Microsoft Office Excel、Microsoft Office PowerPoint プレゼンテーション グラフィックス プログラム、Microsoft Office Outlook( メッセージングおよびコラボレーション クライアント、Microsoft Office Access。
メディア
ライセンスを取得したソフトウェア製品を収録したフロッピー ディスクや CD-ROM などの媒体です。場合によっては、ユーザー ガイドや製品マニュアルなどの印刷物を指すこともあります。マイクロソフトのお客様には、ライセンス取得済みの製品について、Welcome Kit の一部としてメディアをお届けします。また初回のご注文の際にライセンスを取得された製品の更新の出荷時にも、メディアをお届けします。契約期間中は追加のメディアを有償でご注文いただけます。
ライセンス
ご注文いただいた製品のバージョンを実行する権利を提供する、マイクロソフト製品表に記載されている任意の製品を指します。デスクトップ オペレーティング システムの標準のライセンスやアップグレードを含みます。
ライセンス＆ソフトウェア アシュアランス (L/SA)
ご注文いただいた任意の製品のライセンスおよびソフトウェア アシュアランスです。

今すぐソフトウェア アシュアランスの
特典の利用を開始してください。
https://licensing.microsoft.com/eLicense/L1041/Default.asp 


© 2006 Microsoft Corporation. All rights reserved.
本資料に記載された内容は情報提供のみを目的としており、明示または黙示に関わらず、これらの情報についてマイクロソフトはいかなる責任も負わないものとします。Microsoft、Active Directory、BitLocker、Excel、FrontPage、InfoPath、OneNote、Outlook、PowerPoint、SharePoint、Visio、Windows、Windows Media、Windows Server、Windows Vista、および Xbox は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。その他のすべての商標は各社が版権を所有しています。本資料に記載されている内容は、将来予告なしに変更することがあります。本資料の最新版については、担当のマイクロソフト アカウント マネージャまたはチャネル パートナーまでお問い合わせいただくか、Web サイト www.microsoft.com/japan/licensing をご覧ください。
Part No. 098-105314
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切り取り線





ボリューム ライセンス プログラム別のソフトウェア アシュアランスの特典適用表拡張





新規





向上





利用可能





利用不可





計画





導入





使用





保守





移行





特典





Open License





セレクト License





Open Value





Open Value 全社契約とサブスクリプション





セレクト SA メンバシップ、EA、EAS





アップグレードの権利





ソフトウェア アシュアランスの対象となるライセンスはすべて、最新バージョンにアップグレードできます。





年額払い





ライセンスおよびソフトウェア アシュアランスの支払いは、契約年数で均等に分割できます。





デスクトップ導入計画サービス





Microsoft Office アプリケーションの購入額* = サービスの利用可能日数:1


6 万ドル = 1 日、15 万ドル = 3 日、60 万ドル = 5 日、125 万ドル = 10 日





Information Work Value Discovery Workshop





Information Work Architecture Design Session





2 枚のトレーニング受講券をこの 1 日のサービスと交換できます。





4 枚のトレーニング受講券をこの 2 日のサービスと交換できます。





Windows( プレインストール環境





ソフトウェア アシュアランスを保有する Windows クライアントまたは Windows サーバー ライセンスを含む全社契約ごとに、�メディア キットが 1 つ提供されます。





Windows Vista( Enterprise**





ソフトウェア アシュアランスの対象となる Windows クライアント ライセンスごとに、Windows Vista Enterprise アップグレード ライセンスが 1 つ提供されます。





ソフトウェア アシュアランスの対象となる Windows クライアント ライセンスごとに、Virtual PC Express ライセンスが 1 つ提供されます。





Virtual PC Express2





Office トレーニング受講券





ソフトウェア アシュアランスの対象となる Office アプリケーション ライセンス 50 ライセンスにつき、2 日分のトレーニング受講券が提供されます (最大 10 日分まで)。





SA ライセンスの最小数 = 受講できるトレーニングの日数 : 250 = 20 日、�2,400 = 30 日、6,000 = 50 日、15,000 = 110 日、30,000 = 160 日、50,000 = 250 日、100,000 = 400 日、200,000 = 600 日、400,000 = 800 日、600,000 = 1,400 日





Windows トレーニング受講券





ソフトウェア アシュアランスの対象となる Windows クライアント ライセンス 50 ライセンスにつき、1 日分のトレーニング受講券が提供されます (最大 5 日分まで)。





SA ライセンスの最小数 = 受講できるトレーニングの日数 : 250 = 10 日、�2,400 = 15 日、6,000 = 25 日、15,000 = 55 日、30,000 = 80 日、50,000 = 125 日、100,000 = 200 日、200,000 = 300 日、400,000 = 400 日、600,000 = 700 日





e-Learning





・ ソフトウェア アシュアランスの対象となる Office アプリケーション ライセンスごとに、インフォメーション ワーカーのソフトウェア アシュアランスの e-Learning に対するライセンスが 1 つ提供されます。


・ ソフトウェア アシュアランスの対象となる Windows クライアント ライセンスごとに、クライアントのソフトウェア アシュアランスの e-Learning に対するライセンスが 1 つ提供されます。


・ ソフトウェア アシュアランスの対象となるサーバー ライセンスごとに、サーバーのソフトウェア アシュアランスの e-Learning に対するライセンスが 1 つ提供されます。





自宅使用プログラム





ソフトウェア アシュアランスの対象となる Office アプリケーション ライセンスごとに、ライセンスを受けたデバイスのユーザーに自宅用としてその製品のコピーが 1 つ提供されます。





社員購買プログラム (EPP)





利用を全社規模に拡張できます。利用を全社規模に拡張できます。





エンタープライズ ソース コード ライセンス プログラム (ESLP)





1,500 台以上のデスクトップ。





年中無休 (24x7) の技術サポート





サーバー : サーバーおよび CAL に対するソフトウェア アシュアランスの購入額 2 万米ドル* ごとに、電話インシデントが 1 つ提供されます。さらに、ソフトウェア アシュアランスの対象となるサーバー ライセンスを 1 つ以上保有している�お客様には、無償の電話インシデントが 1 つ提供されます。ソフトウェア アシュアランスの対象となるすべてのサーバーについて、無制限の Web サポートが提供されます。4


Premier のお客様は、SA インシデントを Premier 契約に振り替えることができます。5


デスクトップ : Microsoft Office アプリケーションおよび Windows クライアントに対するソフトウェア アシュアランスの購入額 20 万米ドル* ごとに、電話インシデントが 1 つ提供されます。4





企業内エラー報告 (CER)





加入契約ごとにメディア キットが 1 つ提供されます。





障害復旧を目的とするコールド バックアップ





ソフトウェア アシュアランスの対象となるサーバー ライセンスごとに、障害復旧を目的として "コールド" サーバーでソフトウェアのインスタンスを 1 つ実行することができます。





TechNet Plus Managed Newsgroup





ソフトウェア アシュアランスの対象となるサーバー ライセンスごとに、ユーザー ID が 1 つ提供されます。Open Value の要件 : ソフトウェア アシュアランスの対象となるサーバー ライセンスを少なくとも 5 つ�取得する必要があります。5 台目のサーバーから ID が提供されます。





TechNet Plus Subscription メディア





1 つ以上のサーバー ライセンスがソフトウェア アシュアランスの対象となっている場合、全社で使用できるキットとユーザー ID が加入契約ごとに 1 つ提供されます。�Open Value の要件 : ソフトウェア アシュアランスを保有するサーバー ライセンスを 5 つ以上購入すると、TechNet Subscription メディアが提供されます。





Windows Fundamentals for Legacy PCs**





ソフトウェア アシュアランスの対象となる Windows クライアント ライセンスごとに、�その Windows クライアント ライセンスとして 1 つのコピーをインストールできます。





延長ホットフィックス サポート3





サーバー : 90 日以内に契約を締結する必要はありません。Microsoft Exchange Server、MOM、SMS、SQL Server(TM)、および �Windows Server(TM) の年間契約料金は、ソフトウェア アシュアランスに含まれています。


デスクトップ : 利用できません。





サーバー : 90 日以内に契約を締結する必要はありません。�Exchange Server、MOM、SMS、SQL Server、および Windows Server の年間契約料金は、�SA に含まれています。


デスクトップ : 90 日以内に契約を締結する必要はありません。�Windows クライアントおよび Office Professional の年間契約料金は、SA に含まれています。





�





このたびは、マイクロソフト® ソフトウェア アシュアランスをご購入いただきありがとうございます。マイクロソフト ソフトウェア アシュアランスは、最高情報責任者 (CIO) や購買に関する意思決定者から情報システム技術者やインフォメーション ワーカーに至るまで、企業で働く人々がソフトウェア管理のあらゆる段階でマイクロソフト ソフトウェアを最大限に活用するために役立つ総合的なメンテナンス プログラムです。








マイクロソフトでは、ソフトウェア アシュアランス (SA) の価値を、サポートとアップグレードのみを含む一般的なメンテナンス プログラムを超えるものにするために力を注いでいます。お客様は SA を使用して具体的なメリットや利便性を得ることができます。追加コストは一切かかりません。新しい SA の特典には、Windows Vista( Enterprise オペレーティング システムによる大規模なテクノロジ投資、年中無休 (24x7) の電話サポートによる技術サポートの強化、およびテクノロジの導入を成功させるためにマイクロソフト パートナーが提供する有益なパッケージ サービスがあります。








ソフトウェア アシュアランスの新しい特典および強化された特典を使用することで、お客様の組織はマイクロソフトと密接な関係を構築いただくことができます。これらの特典を通じて提供されるサービスは、お客様の組織がビジネス価値を評価し、マイクロソフトのアプリケーションを正しく導入および使用するために役立ちます。また、情報システム技術者のトレーニングや生産性の向上、次のプラットフォームへの移行のためにも役立てていただけます。








IT チーム、人事チーム、あるいは生産性を高めるためにソフトウェアまたはトレーニングを必要とする従業員など、お客様の組織全体にこれらの特典について通知されることをお勧めします。このガイドでは、SAの特典のご利用を開始するために必要な情報とリソースについて説明します。このガイドは、お客様に継続的に最新の情報を提供するために、随時オンラインで更新されます。また、お客様の組織固有のニーズにかかわるご質問については、担当のパートナーまたはアカウント マネージャがお手伝いいたします。








今後のご成功をお祈り申し上げます。





























Joe Matz





バイス プレジデント、ワールドワイド・ライセンシング&プライシング
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